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第１章 目  的  

 この計画は、水防法（昭和24年法律第 193号。以下「法」という。）及び災害対策基本法（昭和36年法律第 223

号）の趣旨に基づき、仙台市域の河川、湖沼又は海岸等に係る水災を警戒し、防御し及びこれによる被害を軽減す

るため、水防上必要な事項を定めることを目的とする。 

 

第２章 仙台市地域防災計画との関係  

 この計画は、主として水災の防御活動について定めるものであり、この計画に定めのない災害対策に関する事項

は、仙台市地域防災計画の定めるところによる。 

 

第３章 用語の意義 

 この計画において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

１ 洪水予報             洪水警報及び洪水注意報をいう。（Ｐ23～25 参照） 

(1)  洪水警報とは、洪水によって重大な災害が発生するおそれがあると予想される場

合に、気象庁長官がその旨を警告して行う予報をいう。（法第10条第１項、気象

業務法第14条の２第１項） 

(2)  洪水注意報とは、洪水によって災害が発生するおそれがあると予想される場合

に、気象庁長官がその旨を注意して行う予報をいう。（法第10条第１項、気象業

務法第14条の２第１項） 

２ 指定河川洪水予報 ―  (1) 国土交通省と気象庁が共同で行う洪水予報 

二以上の都府県の区域にわたる河川その他の流域面積が大きい河川で、洪水により

国民経済上重大な損害を生ずるおそれがあるものとして国土交通大臣が指定した河

川について、国土交通大臣と気象庁長官が共同して、洪水のおそれがあると認められ

るときは水位又は流量を、はん濫した後においては水位若しくは流量又ははん濫によ

り浸水する区域及びその水深を示して行う予報をいう。（法第10条第２項、気象業務

法第14条の２第２項） 

             (2) 都道府県と気象庁が共同で行う洪水予報 

国土交通大臣が指定した河川以外の流域面積が大きい河川で、洪水により相当な損

害を生ずるおそれがあるものとして知事が指定した河川について、知事と気象庁長官

が共同して、洪水のおそれがあると認められるときは、水位又は流量を示して行う予

報をいう。(法第11条第１項、気象業務法第14条の２第３項) 

３ 高潮予報             高潮特別警報、高潮警報及び高潮注意報をいう。（Ｐ23～24 参照） 

(1)  高潮特別警報とは、台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な災害が

発生するおそれが著しく大きいと予想される場合に、気象庁長官がその旨を警告し

て行う予報をいう。(法第10条第1項、気象業務法第14条の2第1項)  

(2)  高潮警報とは、台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な災害が発生

するおそれがあると予想される場合に、気象庁長官がその旨を警告して行う予報を

いう。（法第10条第１項、気象業務法第14条の２第１項） 

(3)   高潮注意報とは、台風や低気圧等による異常な海面の上昇により災害が発生す

るおそれがあると予想される場合に、気象庁長官がその旨を注意して行う予報を

いう。（法第10条第１項、気象業務法第14条の２第１項） 

４ 津波警報・注意報   津波特別警報、津波警報及び津波注意報をいう。（Ｐ26～28 参照） 

(1) 津波特別警報とは、津波により重大な災害が発生するおそれが著しく大きいと予想

される場合に、気象庁長官がその旨を警告して行う予報をいう。(法第10条第1項、



 

 

気象業務法第14条の2第1項)なお、津波特別警報は、「大津波警報」の名称で発表

する。 

(2) 津波警報とは、津波により重大な災害が発生するおそれがあると予想される場合に

、気象庁長官がその旨を警告して行う予報をいう。（法第10条第1項、気象業務法

第14条の２第1項） 

(3)  津波注意報とは、津波により災害が発生するおそれがあると予想される場合に、

気象庁長官がその旨を注意して行う予報をいう。(法第10条第1項、気象業務法第1

4条の２第1項) 

５ 水防警報             次の(1)及び(2)をいい、警報の区分は、準備、出動及び解除の三段階からなる。(Ｐ3

0 参照 ) 

(1)   国土交通大臣が洪水、高潮等により国民経済上重大な損害を生ずるおそれがある

と認めて指定した河川、湖沼等に対し、水防を行う必要がある旨を警告して行う発

表をいう。（法第16条第１項） 

(2) 前記以外の河川、湖沼等のうち知事が指定した河川、湖沼等に対し、水防を行う

必要がある旨を警告して行う発表をいう。（法第16条第１項） 

６ 水 位               (1) 水防団待機水位（指定水位）  水防管理者又は量水標管理者が関係者に対して

水位状況を通報する基準として、県知事が定める水位（法第12条第１項）、水

（消）防団が出動 

準備を開始する水位（宮城県水防計画） 

             (2) はん濫注意水位（警戒水位）  水防団待機水位（指定水位）を超える水位であ

って、災害の発生を特に警戒すべきものとして県知事が定める水位で、量水標管理

者が水位状況を公表することの基準水位（法第12条第２項）、水（消）防団が出動

する水位（宮城県水防計画） 

             (3)  避難判断水位（特別警戒水位）  はん濫注意水位（警戒水位）を超える水位で

あって災害の発生を特に警戒すべきものとして国土交通大臣又は県知事が定

めた水位で、国土交通大臣又は県知事が水位状況を一般に周知することの基準

水位（法第13条第１項及び第２項）、避難判断の参考のひとつとなる水位 

             (4) はん濫危険水位（危険水位）  河川の水があふれるおそれのある水位 

             (5) （計画高水位）  堤防の設計・整備などの基準となる水位で、計画上想定した降

雨から算出された流量とダムなどの流量調節施設と組み合わせて算出された計

画流量に基づき決定された水位（堤防が設計上耐えられる水位） 

  《参考：堤防と水位の関係》 

 上端(天端) 

                                                                                     

         

                 

                                       

                  

 

               

 

                                                   堤  防 

         

                                                                       川側              住居側 

 （川表） (川裏) 

  

計画高水位 

はん濫危険水位（危険水位） 

避難判断水位（特別警戒水位） 

はん濫注意水位（警戒水

水防団待機水位（指定水位） 

住宅地か 

町側の 

堤防斜面 

(裏のり) 

川側の 

堤防斜面 

(表のり) 



 

 

第４章 水防組織  

 水防活動の実施機関及び任務分担は次のとおりとし、法第10条及び法第11条の規定に基づく洪水予報の通知があ

ったときから、洪水による危険が除去されるまでの間、水防活動を行う。ただし、仙台市災害対策本部が設置され

たときは当該本部の組織として活動するものとする。 

  実施機関及び任務 
 担当局 担 当 課 任             務 
 

危機 

管理室 

危機管理課 

防災都市推進課 

減災推進課 

各局各区の連絡調整、気象情報・災害情報等の収集伝達、防災指令の伝達 

 災害対策本部の設置運営 

 

消防局 

総 務 課   各課の連絡調整、職員の動員、消防団の庶務 

管 理 課  消防車両及び資機材の整備、消防車等の燃料等の調達 

予 防 課 

危険物保安課 
 災害記録、被害状況の集約、他課の支援 

警 防 課 

 防御活動の指揮及び部隊運用、隊員及び資機材の輸送・配分、被害状況図 

 及び警防活動図の作成、災害活動、救助及び警戒の総合調整、資材の調達、

収用 

救 急 課 
 救急に関する医療機関との相互連絡、救急の災害活動及び警戒に関する総 

 合調整 

指 令 課  消防隊等の指令管制、指揮命令の伝達、災害情報の収集伝達 

消防航空隊  被害状況の把握、救急救助の災害活動及び部隊運用の支援 

消 防 署          

消 防 団          
 警戒防御、避難の勧告及び誘導、人命救助、被害情報等の収集伝達  

経済局 農林土木課  用排水施設に関すること 

建設局 

設備管理ｾﾝﾀｰ 

下水道北管理ｾﾝﾀｰ 

下水道南管理ｾﾝﾀｰ 

 排水施設の管理及び操作 

河 川 課 
 一級河川綱木川の全部及び二級河川梅田川の一部、並びに準用河川普通

河川の施設に関すること 

区役所 区民生活課  災害情報の収集伝達、避難所開設・運営 
 
※ 消防署・消防団の組織 

                   青葉消防署      出張所（国見・片平・小松島・荒巻） 
                   青葉消防団      分 団（中央・片平・青葉・荒巻西・荒巻東・八幡・国見・小松島・宮町
・折立） 
                   宮城野消防署        分署（高砂） 
                                       出張所（岩切・鶴谷・原町） 
水防管理者         宮城野消防団      分 団（原町・東仙台・宮城野・岩切・高砂・港・幸町） 
（市 長）         若林消防署          分署（河原町） 
                                       出張所（六郷） 
                   若林消防団      分 団（連坊・南小泉・南材・六郷・七郷） 
 
消防局長           太白消防署      出張所（長町・中田・八木山・秋保・茂庭） 
                   太白消防団      分 団（八木山・長町・郡山・西多賀・山田・中田・東中田・生出） 
                   秋保消防団      分 団（長袋・馬場・湯元・境野・野中） 
                   泉消防署     分署（八乙女） 

出張所（松陵・高森・根白石） 
                   泉消防団      分 団（七北田・市名坂・八乙女・松森・大沢・野村・上谷刈・南光台・朴

沢・福岡・根白石・西田中・小角・実沢） 
                   宮城消防署      出張所（熊ケ根） 
                 宮城消防団      分 団（作並・上愛子・愛子・落合・芋沢・川前・大倉） 

水
防
管
理
者
（
市
長
） 



 

 

第５章 水防区域の重要度、水こう門等の操作及びダムの管理 

第１ 重要水防区域             

 河川法を適用する河川、海岸等で、特に水防上警戒又は防御に重要性を有する区域として国又は県が指定した区域と

し、別表第１－１（Ｐ40～43）、別表第１－２（Ｐ44）のとおりとする。 

第２ 準重要水防区域                

 水防上重要水防区域に準ずる区域として別表第２（Ｐ45）のとおり指定する。 

第３ 堰堤水こう門等の操作及びダムの管理                                    

 堰堤水こう門、排水機の操作担当・連絡先及びダムの管理は次のとおりであり、降雨状況、河川水位の変化等により

必要な措置を講ずるものとする。 

１ 堰堤水こう門の操作（仙台市の水防責任に帰する堰堤水こう門の操作担当及び連絡先） 
 

河 川 名 名 称           場 所 管        理 担 当 及 び 連 絡 先                        

広 瀬 川 
愛 宕 堰               石 名 坂         仙台東土地改良区                                    

郡 山 堰               根   岸 郡 山 水 利 組 合                                    

名 取 川 

木流堀取水口樋門 山   田 名 取 土 地 改 良 区                  名取改良区      382-5211 
頭首工管理事務所   386-2246 

大 村 樋 門               中田二丁目 建設局下水道南管理ｾﾝﾀｰ                   
                  

 

七北田川         
 

北 向 堰               根 白 石         北 向 堰 水 利 組 合                                    

根 白 石 大 堰               〃 根白石大堰水利組合                                    

新 堰               〃 

仙台市泉土地改良区                  

                  

今 宮 堰               〃                   

明 神 堰               〃                   

薄 ヶ 沢 堰 八 乙 女 四 丁 目         

仙台市岩切土地改良区 

                  

八 沢 樋 管               松   森                   

住 吉 樋 管               〃                   

砂 押 川 樋 門               
松 森 

建設局下水道北管理ｾﾝﾀｰ  
                  

市 名 坂                   

宝 堰               〃 
 宝堰加瀬溜井管理組合 
 （多賀城市市民経済部 
 農政課） 
 

                  

                  

霧 蛇 渕 樋 管               千 刈 田                           

千 刈 田 樋 管               〃 台 ヶ 原 水 利 組 合                   

中 野 堰               新   田 仙台市農林土木課 
   （勤務時間内） 214-8268 

                  

塚 田 樋 門               蒲      生 仙台東土地改良区                  仙台東土地改良区   288-5026 

鶴 ケ 谷 樋 門               岩   切 

  

                  

真 美 沢 樋 門               七北田川原 建設局下水道北管理ｾﾝﾀｰ                   

和 田 樋 門               蒲生東屋敷添 建設局下水道南管理ｾﾝﾀｰ                   

伽 蘭 堰               松    森 仙台市泉土地改良区                                    

 



 

 

河 川 名 名 称           場 所 管       理 担 当 及 び 連 絡 先                        

梅 田 川 

境 堀 樋 管               小   鶴 
 仙台市岩切土地改良区 

                  

八 畝 樋 管               〃                   

福 田 町 樋 門 

福田町二丁目 

14-5・34-1 

建設局下水道南管理ｾﾝﾀｰ 

下水道南管理センター 746-5061 

福田町二丁目 

10-34・11-20 
                  

扇町一丁目樋門               扇町一丁目 

 

                  

笊      川 泉 崎 樋 門               大野田イコタ                   
                  

貞山運河         井土浦川樋門               井   土  仙台東土地改良区                  仙台東土地改良区   288-5026 

丸田沢溜池 
 

上 谷 刈          丸田沢溜池水利組合                   

洞ケ沢堤         
 

鶴 が 丘         
 仙台市泉土地改良区 

                  

将監溜池         
 

将   監                   
 
２ 排水機の運転（仙台市の水防責任に帰する排水機の操作担当及び連絡先） 
 

河川海名 名  称 場  所 管   理 担 当 及 び 連 絡 先                         

七北田川 

七北田川原雨水ポンプ場 七北田字川原 

建設局 
設備管理ｾﾝﾀｰ 

   設備管理センター          288-8730 

蒲生排水ポンプ場 蒲 生 字 町           
   設備管理センター        288-8730 

           無  人（ポンプ場） 258-0995 

鶴巻ポンプ場               鶴巻一丁目                     設備管理センター     288-8730 
        無 人（ポンプ場） 259-7961 

梅田川 

田子排水機場               福  住 町           
仙台市岩切 
土地改良区 

                     

                     

  新 田 東 雨 水  
ポ ン プ 場 

新田東三丁目 

建設局 
設備管理ｾﾝﾀｰ 

   設備管理センター     288-8730 
        無 人（ポンプ場） 783-3660 

扇町雨水ポンプ場 扇町六丁目 
設備管理センター       288-8730 

      無 人 

苦竹ポンプ場 苦竹二丁目 
  設備管理センター     288-8730 

        無 人（ポンプ場） 284-2040 

苦竹雨水ポンプ場 苦竹二丁目 
設備管理センター       288-8730 

         無 人 

貞山運河 

藤塚排水機場               藤   塚           

仙台東 
土地改良区   仙台東土地改良区    288-5026 

二郷堀排水機場               荒    浜           

大堀排水機場               〃 

高砂南部排水機場 蒲      生           

仙台港湾 

北 新 田               
排水ポンプ場               

港 三 丁 目           

建設局 
設備管理ｾﾝﾀｰ 

  設備管理センター        288-8730 

           無  人（ポンプ場） 254-4560 

西原排水ポンプ場 蒲生二丁目                   〃          〃 
        無 人（ポンプ場）   258-3570 

中野雨水ポンプ場 中野字新沼 設備管理センター                288-8730 



 

 

河川海名 名  称 場  所 管   理 担 当 及 び 連 絡 先                         

名取 川        

落合雨水ポンプ場 袋原二丁目 

建設局 
設備管理ｾﾝﾀｰ 

  設備管理センター                288-8730 
        無 人（ポンプ場） 242-6763 

今泉雨水ポンプ場 今泉字上新田   設備管理センター        288-8730 
        無 人（ポンプ場） 289-3809 

庄松雨水ポンプ場 東中田一丁目   設備管理センター        288-8730 
        無 人（ポンプ場） 242-8520 

郡山ポンプ場 郡山字籠ノ瀬 
設備管理センター        288-8730 

        無 人（ポンプ場） 248-7842 

東郡山雨水ポンプ場 東郡山二丁目 
設備管理センター        288-8730 

無 人 

長町第一ポンプ場 大野田三丁目 
設備管理センター        288-8730 

無 人 

広瀬川 五ツ谷ポンプ場 若林四丁目 
建設局 

設備管理ｾﾝﾀｰ 

設備管理センター        288-8730 

        無 人（ポンプ場） 286-2525 

 
 
３ ダムの管理 
 

河 川 名 名 称           場 所 管  理 連 絡 先         備     考 

青 下 川         
青下第１ダム               
青下第２ダム               
青下第３ダム               

 大 倉 
 熊 ヶ 根 
 

 水道局国見浄水課 
 中原浄水場 

394-2507 

 用途：上水道 

洪水調節方式：自然越流式 

 その他：防災上危険のないダム

として分類されている。 
 
 
 
《 参考：国及び県が管理する水防上重要な水こう門及びダムの管理 》 
 
１ 水こう門 
 

河 川 名 名 称           場 所 管     理 連 絡 先                 

南貞山運河 南 こ う 門               蒲   生 宮城県仙台土木事務所 297-4172 

梅 田 川         仙 石 水 門               仙      石 宮城県仙台土木事務所 297-4172 
 
 
２ ダ  ム 
 

河 川 名 名 称           場 所 管  理 連 絡 先         備     考 
 

碁 石 川         釜 房 ダ ム               川 崎 町          国土交通省 
  釜房ダム管理所 

0224- 
84-2171 
   ～ 2 

 完成年：昭和45年 

 用途：農業用水、治水、発電、 

上水道、工業用水 

 洪水調節方式：一定率一定量 

（流入量－300)×0.407＋300 

 能力：２日間の総雨量 381㎜ 

 

大 倉 川         
仙台環境開発 

大倉ダム 
大 倉         

 大倉ダム管理 

事務所 

(仙台地方ダム総合

事務所) 

393-2211 

(372-2103) 

 完成年：昭和36年 

 用途：農業用水、治水、発電、 

上水道、工業用水 

洪水調節方式：一定率一定量 

（流入量－100)×0.4＋100   

 計画雨量：380㎜(1/100) 

 



 

 

七北田川         七 北 田 ダ ム               福 岡         

 七北田ダム管理 

事務所 

 (仙台地方ダム 

総合事務所) 

379-3532 

(372-2103) 

 完成年：昭和59年 

 用途：農業用水、治水、上水道 

洪水調節方式：自然調節式 

（最大90㎥/S） 

 計画雨量：351㎜(1/100) 

  ※ 釜房ダム及び大倉ダムの放水時の安全確保体制 

○ サイレン等による放水警報 

○ 職員による河川巡視 

第４ 水防活動従事者の安全確保 

 水防活動に従事する者（以下「水防団員等」という。）は、自身の危険性が高いと判断したときは、安

全確保を優先する。 

 



 

 

第６章 水防員・水防施設並びに資材器具の整備  

第１ 重要水防区域水防員定員の基準                               

 重要水防区域水防員定員の基準は、おおむね次のとおりとする。なお、この定員基準は標準を定めたものであ

り、状況等に応じ、適宜弾力的に対応するものとする。 

１ 重要度Ａ水防区域の水防員定員の基準は、おおむね次のとおりとする。 

(1) 水防上特に重要と認められる箇所については、その延長20～30ｍにつき１人の割とする。 

(2) その他の箇所については、その延長30～40ｍにつき１人の割とする。 

２ 重要度Ｂ水防区域の水防員定員の基準は、おおむね次のとおりとする。 

(1) 水防上特に重要と認められる箇所については、その延長40～50ｍにつき１人の割とする。 

(2) その他の箇所については、その延長50～60ｍにつき１人の割とする。 

第２ 資材器具の備蓄基準                   

水防倉庫又は代用備蓄場の設置基準は、水防区域延長２キロメートルないし４キロメートルに対し１箇所の割

とし、資材器具の備蓄基準は次のとおりとする。なお、この基準は標準を示したものであり、過去の水害の経験を

生かし、実績に応じ、適宜弾力的に対応するものとする。 

備考 竹、粗だ、土のう用土砂採取場は、あらかじめ選定しておくものとする。資材器具の各戸供出及び水防員 
の携帯品も計画しておくものとする。 

 

第３ 資材器具の現況                 

 資材器具の備蓄状況は、別表第３（Ｐ46～47）のとおりである。 

第４ 資材器具の点検補充                    

 資材器具の整備は、毎年これを点検し、補充するものとする。補充又は新規備蓄を行った場合は、その資材器

具の品目・数量・価格等の購入調書を作成し、仙台土木事務所を経由し、県に提出するものとする。 

 また、備蓄資器材等の不足に備え、あらかじめ取扱業者からの調達方法等について、別途計画しておくものと

する。 

第５ 県の資材器具等の応援                      

 県の資材器具等の応援を必要とする場合は、水防管理者から、当該資材の県保管者（土木事務所長）に要請す

るものとする。この場合は、次の理由並びに手続きによる。 

１ 水防管理団体は、区域内の水防に備え、備蓄基準にある必要な資材器具を整備するものとし、これを使用し

更に補充の必要があるときは、法第28条〔公用負担〕の規定による措置をとるほか、必要に応じ、「水防資材器

具応援申請書」を県保管者（土木事務所長）に提出し、承認を受ける。 

２ 県保管者から「水防資材器具出庫伝票」を受取り、両者立会いのうえ１通を受領し、出庫伝票１通に受領済

の証として記名捺印し、県保管者（土木事務所長）に提出する。 

      資材器具 
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第７章 河川の巡視 

 法第９条に基づく河川堤防等の巡視は、次に定める巡視責任者及び巡視者が行い、水防上危険であると認めた

箇所があるときは、直ちに必要な措置を求めるため、仙台河川国道事務所、仙台土木事務所に連絡するものとす

る。 

 なお、定期巡視は、建設局河川課、下水道調整課、管路建設課、下水道北管理センター、下水道南管理センタ

ー、都市整備局開発調整課、経済局農林土木課、各区区民生活課、その他関係機関の協力を得て実施するものと

する。 

河 川 名           
   巡 視 区 間 
 から～まで（メートル） 
 

巡視責任者 巡 視 者                    連 絡 先             

名取川左岸           

頭 首 工     2,520 
 富沢字松山・大野田字河島境 

太白消防署長 

 太白消防団長  西多賀分団長 
        西多賀分団水防部長 

 仙台 

河川国道事務所 

富沢字松山・大野田字河島境 
 東北本線     1,230 

 太白消防団長  長町分団長 
        長町分団水防部長 

東北本線   2,000 
 広瀬川合流点 

 太白消防団長  郡山分団長 
        郡山分団水防部長 

 広瀬川合流点  5,550 
 河      口 

若林消防署長  若林消防団長  六郷分団長 
        六郷分団水防部長 

名取川右岸           

名取大橋高館熊野堂・ 
仙台市太白区柳生字稲荷境 
名取大橋    5,000 

太白消防署長 

 太白消防団長  中田分団長 
          中田分団水防部長 

名取大橋    3,500 
名取市閖上・ 
仙台市太白区四郎丸字新川境 

 太白消防団長  東中田分団長 
          東中田分団水防部長 

 

 

       水防資材器具応援申請書 

 

 １ 使用場所  河川又は場所 

          何々市町村大字名 

 

 ２ 資材器具名      員数 

 

 

   平成 年 月 日 

 

 

        仙台市長        印 

        事務取扱者       印 

 

 

  宮城県○○土木事務所長 殿 
 

 

       水防資材器具出庫伝票 

 

 

 １ 申 請 者  仙 台 市 長 

 ２ 事務取扱者 

 ３ 使用場所  河川又は場所 

 ４ 資材器具名 

 ５ 員   数 

 

      平成 年 月 日 

 

        宮城県○○土木事務所長 印 

        事務取扱者 職 氏名  印 

 

   仙 台 市 長 殿 

     上記の資器材を受領いたしました。 

      平成 年 月 日 

           仙台市長     印 
 



 

 

 

河 川 名           
   巡 視 区 間 
 から～まで（メートル） 
 

巡視責任者 巡 視 者                    連 絡 先             

広瀬川左岸           

 宮沢橋     2,600 
若林七丁目・沖野４丁目堺 

若林消防署長 

 若林消防団長 南材分団長 
         南材分団水防部長 

仙台 

河川国道事務所 
 
 仙台土木事務所 

若林七丁目・沖野四丁目境 
名取川合流点     1,500 

 若林消防団長 六郷分団長 

        六郷分団水防部長 
 

広瀬川右岸           

 向山一丁目   1,700 
越路・根岸境 

太白消防署長 

 太白消防団長  八木山分団長 
         八木山分団水防部長 

越路・根岸境   850 
根岸・長町1丁目境 

 太白消防団長  長町分団長 
          長町分団水防部長 

根岸・長町1丁目境 3,850 
名取川合流点 

 太白消防団長  郡山分団長 
          郡山分団水防部長 

広瀬川両岸            澱      橋    3,750 
 霊 屋  下 

青葉消防署長  青葉消防団長  片平分団長 
          片平分団水防部長 

仙台土木事務所 広瀬川左岸            芋沢字新田    1,200 
 芋沢字大堀 

宮城消防署長 

 宮城消防団長  川前分団長 
          川前分団水防部長 

広瀬川左岸           芋沢字大竹新田 700 
 合流点 

 宮城消防団長  芋沢分団長 
          芋沢分団水防部長 

笊 川 両 岸  木流堀合流点    1,500 
 市営地下鉄線 

太白消防署長 

 太白消防団長  西多賀分団長 
          西多賀分団水防部長 

仙台 

河川国道事務所 
 
 仙台土木事務所 
  

笊 川 両 岸  市営地下鉄線    1,000 
 名取川合流点 

 太白消防団長  長町分団長 
          長町分団水防部長 

旧笊川両岸           

笊川分水点    340 
 市営地下鉄線 

太白消防団長  西多賀分団長 
          西多賀分団水防部長 

仙台土木事務所 市営地下鉄線  2,000 
 東 北 本 線           

 太白消防団長  長町分団長 
          長町分団水防部長 

 東 北 本 線            2,500 
 名取川合流点 

 太白消防団長  郡山分団長 
           郡山分団水防部長 

井土浦川両岸 
 二郷堀分水点  3,000 
 貞山運河合流点 

若林消防署長 

 若林消防団長  六郷分団長 
          六郷分団水防部長 

 経済局農林部 

 農林土木課 
二郷堀両岸 

井土浦川合流点   900 

貞山運河合流点 

 若林消防団長  六郷分団長 

        六郷分団水防部長 

        七郷分団長 

        七郷分団水防部長 

貞山運河両岸 

 名取川合流点  4,000 
 六郷・七郷境（二郷堀合流点） 

 若林消防団長  六郷分団長 
          六郷分団水防部長 

仙台土木事務所 

 六郷・七郷境（二郷堀合流点） 

 宮城野・若林区境2,600 
 若林消防団長  七郷分団長 
          七郷分団水防部長 

貞山運河両岸  宮城野・若林区境3,000 
 蒲      生 

宮城野消防署長 

 宮城野消防団長  港分団長 
           港分団水防部長 

七北田川左岸 

 泉     境   1,700 
 今 市 橋 

 宮城野消防団長 岩切分団長 
         岩切分団水防部長 

 今 市 橋   1,450 
 多賀城市境 

 宮城野消防団長 岩切分団長 
         岩切分団水防部長 

 多賀城市境   5,400 
 河      口 

 宮城野消防団長  高砂・港分団長 
          高砂・港分団水防部長 

七北田川右岸 
泉     境   2,000 

 今 市 橋 

宮城野消防団長 岩切分団長 

         岩切分団水防部長 
 



 

 

河 川 名           
   巡 視 区 間 
 から～まで（メートル） 
 

巡視責任者 巡 視 者                    連 絡 先             

七北田川右岸 

 今 市 橋   2,000 
 高 砂 境 

宮城野消防署長 

 宮城野消防団長 岩切分団長 
         岩切分団水防部長 

仙台土木事務所 

 高 砂 境   7,000 
 河      口 

 宮城野消防団長 高砂・港分団長 
          高砂・港分団水防部長 

梅田川左岸           

 苦    竹   2,500 
 福 田 橋 

 宮城野消防団長 東仙台・高砂分団長 
        東仙台・高砂分団水防部長 

 福 田 橋   2,000 
 七北田川合流点 

 宮城野消防団長 高砂分団長 
         高砂分団水防部長 

梅田川右岸           

 苦    竹   2,500 
 福 田 橋 

 宮城野消防団長 宮城野分団長 
         宮城野分団水防部長 

 福 田 橋   2,000 
 七北田川合流点 

 宮城野消防団長 宮城野・高砂分団長 
       宮城野・高砂分団水防部長 

梅田川両岸           

 荒巻本沢           4,300 
 東北本線         

青葉消防署長 
 青葉消防団長 荒巻東・荒巻西・中央 
        ・小松島・宮町分団長 
        各分団水防部長 

 東北本線           2,200 
 苦     竹 

宮城野消防署長  宮城野消防団長 原町・東仙台分団長 
         原町・東仙台分団水防部長 

七北田川左岸 

 七北田橋           1,100 
 要害川合流点 

泉消防署長 

 泉消防団長 市名坂分団長 
         市名坂分団水防部長 

 要害川合流点  1,900 
 岩 切 境 

 泉消防団長 松森分団長 
          松森分団水防部長 

七北田川右岸  七北田橋           3,000 
 岩 切 境 

 泉消防団長 八乙女分団長 
          八乙女分団水防部長 

七北田川左岸  長 命 橋     2,000 
 赤生津大橋 

 泉消防団長 野村分団長 
          野村分団水防部長 

七北田川右岸 

 長 命 橋   2,000 
 赤生津大橋 

 泉消防団長 上谷刈分団長 
          上谷刈分団水防部長 

 根白石町頭    1,500  
 根白石町尻道下 

 泉消防団長 根白石分団長 
           根白石分団水防部長 

七北田川左岸  広 瀬 橋           2,500 
 実沢去田屋敷 

 泉消防団長 実沢分団長 
            実沢分団水防部長 

要害川両岸            市名坂天神沢  2,000 
 市名坂野蔵 

 泉消防団長 市名坂分団長 
          市名坂分団水防部長 

 
 

 摘要 ○ 巡視要領は、堤防の上端（天端）と川側の堤防斜面（表のり）と住宅地か町側の堤防斜面（裏のり

）との３班に分かれ巡視し、特に次の点について注意する。 

     １ 川側（川表）下は、水流の強い場所の亀裂や欠け、くずれ 

     ２ 上端（天端）では、亀裂や沈下 

     ３ 住居側（川裏）では、漏水や飽水によるくずれ 

     ４ 水門・樋門では、両そでや底部からの漏水と扉の締まり具合 

    ○ 海岸線については、河口の形状及び侵食の状況を主として巡視する。 



 

 

第８章 水位の通報 

 法第12条及び法第13条等に基づく水位の通報については、次に定めるところにより行うものとする。 

第１ 通報水位[水防団待機水位]（指定水位）及び連絡先 

量水標等観測者は、気象状況の通知を受けたとき、又は出水のおそれを察知したときは、水位の変動を監視し

、通報水位を越えたときは、次表により、本章第２に基づき通報担当者が連絡するものとする。 

 

表１ 

量 水 標              
（ 量 水 標 管 理 者 ）              

量水標等 

観測者 

（通報担当者） 

水防団待

機 水 位

（指定水位） 

(m) 

はん濫注

意 水 位

（警戒水位） 

(m) 

避難判断 

水位

（特別警戒水位） 

(m) 

はん濫危

険 水 位

（危険水位） 

(m) 

計画高

水位 

(m) 
通 報 先          備        考 

（メートル） 

名取川名取橋              

（仙台河川国道事務所） 

長 町 出 張 所 員            
郡 山 分 団 水 防 部 長            
中 田 分 団 水 防 部 長            

5.50 6.50 8.40 9.10 10.190 

太白署を通
じ消防局（指
令課）へ 

 堤防高    11.3 
 既往最高水位 10.65 

広瀬川広瀬橋              
（仙台河川国道事務所） 

河原町分署員
南 材 分 団 水 防 部 長            
長 町 分 団 水 防 部 長            

0.50 1.30 2.70 3.20 4.124 

若林署を通 
じ消防局 
（指令課） 
へ 

堤防高     5.3 
 既往最高水位  4.30 

七北田川市名坂 

(仙台地方ダム総合事務所) 

八 乙 女 分 署 員            
八 乙女分 団水防 部長            2.85 3.35 4.10 4.30 6.032 

泉署を通じ 
消防局（指 
令課）へ 

 堤防高    19.20 
 既往最高水位 18.58 

梅田川苦竹 

（仙台土木事務所） 

宮城野消防署員 

東仙台分団水防部長 
2.10 2.50 3.00 3.00 3.330 

宮城野署を
通じ消防局
（指令課） 

へ 

堤防高   11.79 

 既往最高水位   － 

 

表２ 

量 水 標              
（ 量 水 標 管 理 者 ）              

量水標等 

観測者 

（通報担当者） 

水防団待

機 水 位

（指定水位） 

(m) 

はん濫注

意 水 位

（警戒水位） 

(m) 

避難判断 

水位

（特別警戒水位） 

(m) 

はん濫危

険 水 位

（危険水位） 

(m) 

計画高

水位 
(m) 

通 報 先          備        考 
（メートル） 

広瀬川広瀬橋              
（仙台河川国道事務所） 

河原町分署員 
南 材 分 団 水 防 部 長            
長 町 分 団 水 防 部 長            

0.50 1.30 2.20 2.70 4.124 
若林署を通
じ消防局（指
令課）へ 

堤防高     5.3 
 既往最高水位  4.30 

 

表３ 

観測場所 
観測ﾃﾚﾒｰﾀ名 

（管理者） 

量水標等 
観測者 

（通報担当者） 

水 防 団 待

機 水 位

（指定水位） 

(m) 

はん濫注意

水 位

（警戒水位） 

(m) 

避難判断 

水位

（特別警戒水位） 

(m) 

はん濫危険

水 位

（危険水位） 

(m) 

通 報 先          備        考 
 

名取川 

茂庭字人来田 

余方観測所 

（国土交通省） 

茂 庭 出 張 所 員 

生出分団水防部長 
2.50 5.00 5.12 6.77 

太白署を通
じ消防局 
（指令課）
へ 

余方観測所のテレメータ

等の情報をもとに観測

し、随時通報先に通報す

ること。 

 

 

 



 

 

表４ 

量 水 標              
（ 量 水 標 管 理 者 ）              

量水標等 

観測者 

（通報担当者） 

水防団待

機 水 位

（指定水位） 

(m) 

はん濫注

意 水 位

（警戒水位） 

(m) 

避難判断 

水位

（特別警戒水位） 

(m) 

はん濫危

険 水 位

（危険水位） 

(m) 

計画高

水位 
(m) 

通 報 先          備        考 
（メートル） 

名 取 川 袋 原              
（仙台河川国道事務所） 

中 田 出 張 所 員            
東 中田分 団水防 部長            2.50 4.50 ― ― 7.690 

太白署を通
じ消防局（指
令課）へ 
 

堤防高     9.4 
既往最高水位  8.1 

七北田川岩切              

(仙台地方ダム総合事務所) 

岩 切 出 張 所 員            
岩 切 分 団 水 防 部 長            3.40 3.70 3.90 4.30 5.780 

宮城野署を
通じ消防局
（指令課）へ 

  

堤防高     6.35 
既往最高水位  5.80 

七北田川 
福田大橋 

(仙台土木事務所) 

高 砂 分 署 員            
高 砂 分 団 水 防 部 長            5.10 5.76 6.10 6.40 7.330 堤防高     7.42 

既往最高水位  7.50 

備考１  観測は、観測時刻を明確にし、毎時観測するものとする。はん濫注意水位（警戒水位）並びに

最高水位は、特に重視観測するものとし、増減水量の激変その他の状況については、随時その様

子を速報すること。また、補助的に「宮城県土木部総合情報システム・河川流域情報」及び国土

交通省の「川の防災情報」を用い、テレメータ観測の活用を図る。 

備考２  表１の「広瀬川広瀬橋」は、広瀬橋から名取川合流点までの区間に係る水位を設定したもので

あり、表２の「広瀬川広瀬橋」は、愛宕橋から広瀬橋までの区間に係る水位を設定したものであ

る。 

  備考３  表３は仙台市が定めるものであり、人来田地区にテレメータが無いため、近傍に設置されてい

る余方観測所との相関をもとに各水位を設定したものである。 

  備考４  表４は仙台市が定めるものである。 

 

第２ 水位通報の要領                 

  １ 通報水位[水防団待機水位]（指定水位）に達したときは通報するものとし、以後[水防団待機水位]（

指定水位）以下になるまで通報を続ける。 

  ２ はん濫注意水位(警戒水位)に達したときはこの旨を通報する。 

  ３ 増水量は30センチメートル、減水量は60センチメートル毎にその都度報告する。 

  ４ 最高水位は通報する。 

 

  



 

 

第３ 水位又は警戒の周知  

 はん濫注意水位（警戒水位）に達したときは、本章第１により通報するとともに、次表により市民に周

知するものとする。 

 

 

第９章 情報連絡  

第１ 使用通信施設               

 水害に関する情報及び水害応急措置に関する指揮命令の伝達等は、次の通信施設を有効に活用して行うものとす

る。 

(1) 加入電話及び庁内電話 

(2) 消防無線 

(3) 市防災行政無線 

(4) 県防災行政無線 

(5) その他 

      

      

      

      

      

      

      

     

名 称            

量水標等観測者 
はん濫注意水位 

（警戒水位）（ｍ） 伝 達 手 段            取 扱 担 当 者                   

名 取 橋            
長町出張所員 １名 
郡山分団水防部長 
中田分団水防部長 

６．５０ 警鐘・広報等 
郡山分団班長  以下２名 
中田分団班長  以下２名 

袋    原 
中田出張所員 1名 

東中田分団水防部長 
４．５０ 〃 東中田分団班長 以下２名 

広 瀬 橋            
河原町分署員 １名 
南材分団水防部長 
長町分団水防部長 

１．３０ 〃 
南材分団班長  以下２名 
長町分団班長  以下２名 

岩 切            
岩切出張所員 １名 
岩切分団水防部長 

３．７０ 警鐘・広報等 
岩切分団今市部班長 
以下２名 

福 田 大 橋            
高砂分署員  １名 
高砂分団水防部長 

５．７６ 〃 
高砂分団福田町部班長 
以下２名 

市 名 坂            
八乙女分署員 １名 
八乙女分団水防部長 ３．３５ 〃 

市名坂分団班長 以下２名 
八乙女分団班長 以下２名 
松森分団班長    以下２名 

苦   竹 
宮城野消防署員 １名 

東仙台分団水防部長 
２．５０ 〃 

東仙台分団新田部班長 

以下２名 

茂庭字人来田 
茂庭出張所員 １名 

生出分団水防部長 
４．３５ 〃 

生出分団人来田部班長 
以下２名 



 

 

第２ 通信連絡系統              

１ 水防上必要な気象等の予報・警報の伝達系統図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ (1) 指定河川洪水予報伝達系統図（名取川・広瀬川） 
 
                                     共同発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
危機管理室減災推進課 

 
 消 防 局 指 令 課 
 
 

 
 民間気象情報会社 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
警
報
の
み
） 

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社 

 
 宮城県総務部危機対策課 

 
 
  放 
 
  送 
 
  局 
 
 
 

 
 仙台管区気象台 
 
 

 
 消 防 署 
  
  
 
 

 
 消 防 団 
 
 

 
 関係各局・各区 
 
 

 
         市            民 
 
 

 
 消 防 局 指 令 課 
 
 

宮城県仙台土木事務所 

 
 宮城県土木部河川課 
 

 
 宮城県総務部危機対策課 
 

 
 
  放 
 
  送 
 
  局 
 
 

 
国土交通省東北地方整備局 
仙台河川国道事務所 
 

 
 仙台管区気象台 
 

 
危機管理室減災推進課 

 
 

 
 消 防 署 
  
  
 

 
 消 防 団 
 
 

 
 関係各局・各区 
 
 

 
         市            民 
 
 

 
 総務省消防庁（J-ALERT） 
 
 

 
 総務省消防庁（J-ALERT） 
 
 



 

 

２ (2) 指定河川洪水予報伝達系統図（七北田川） 
 
                                     共同発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 水防警報の伝達系統図 
 
 
 
 
                                                                    必 
                                                要 
                                                                                           に 
                                                                                           応 
                                                                                           じ 
                                                                                           て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
危機管理室減災推進課 

 
 

 
 消 防 局 指 令 課 
 

 
  報 
 
  道 
 
  機 
 
  関 
 
 

 
 宮城県総務部危機対策課 
 

 
 宮城県土木部河川課 
 
 

 
宮城県仙台土木事務所（知事が発表する場合） 
 
 

 
 消 防 署 
  
  
 

 
 消 防 団 
 
 

 
 関係各局・各区 
 
 

 
         市            民 
 
 

 
 消 防 局 指 令 課 
 

宮城県仙台土木事務所 

 
 宮城県土木部河川課 
 

 
 宮城県総務部危機対策課 
 

 
 
  放 
 
  送 
 
  局 
 
 

 
 仙台管区気象
台 

 
危機管理室減災推進課 

 
 

 
 消 防 署 
  
  
 

 
 消 防 団 
 
 

 
 関係各局・各区 
 
 

 
         市            民 
 
 

国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所 
 （国土交通大臣が発表する場合） 
 

 
 総務省消防庁（J-ALERT） 
 
 



 

 

４ ダム放流情報の伝達系統図 
 
 
 
 
                                                                                    必要に応じて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   関係区のみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 避難判断水位（特別警戒水位）情報の伝達系統図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 消 防 署 
  
  
 

 
 消 防 団 
 
 

 
 関係各局・各区 
 
 

 
危機管理室減災推進課 

 
 

 
 消 防 局 指 令 課 
 
 

 
  報 
 
  道 
 
  機 
 
  関 
 
 

 
 東北地方整備局釜房ダム管理所 
     （釜房ダム） 
 

 
 宮城県仙台地方ダム総合事務所 
  （大倉ダム・七北田ダム） 
 

 
         市            民 
 
 

 
 消 防 局 指 令 課 
 

宮城県仙台土木事務所 

 
 宮城県土木部河川課 
 
 

 
 宮城県総務部危機対策課 
 
 

報 

道 

機 

関 

 
危機管理室減災推進課 

 

 
 消 防 署 
  
  
 

 
 消 防 団 
 
 

 
 関係各局・各区 
 
 

 
         市            民 
 
 



 

 

６ 各種システム等情報 

    種     類 

 

           内             容 

 仙台市防災気象情報システム 

（民間気象情報） 

 

〔庁内ＬＡＮ端末〕 

・庁内ＬＡＮ端末設置各課公

所 

○市内日雨量状況図 

市内15か所（※1）の雨量観測所の時雨量及び日雨量を地図上で表示 

○雨量総括表 

  市内15か所（※1）の雨量観測所の時雨量及び日雨量を表で表示 

○気象台観測雨量総括表 

  市内3か所（※2）の雨量観測所で気象台が観測した時雨量及び日雨

量を表で表示 
 

※1 青葉消防署、荒巻出張所、宮城野消防署、高砂分署、鶴谷出張所、   

若林消防署、河原町分署、太白消防署、中田出張所、長町出張所、 

秋保出張所、泉消防署、根白石出張所、宮城消防署、熊ヶ根出張所 

※2 仙台 泉ヶ岳  新川 

 

○アメダス情報 

○レーダーアメダス合成図 

○台風情報 

○ひまわり衛星画像 

○気象等注意報・警報 

○実況天気図 

○予想天気図 

○短期・週間予報 

○気象レーダー情報 

○局地予報（天気、降水量、気温、風向風速等） 

○落雷情報 

 宮城県総合防災情報システム 

    （ＭＩＤＯＲＩ情報） 

 〔システム管理課〕 

・宮城県総務部危機対策課 

 〔端末設置部署等〕 

・危機管理室減災推進課 

（市役所本庁舎２階） 

・災害情報センター 

（青葉区役所４階） 

   

○気象警報・注意報（現況，履歴） 

○指定河川洪水予報発表文 

○土砂災害警戒情報 

○気象観測情報 

  ・アメダス降水量 

  ・アメダス時間降水量 

  ・気温、日照時間、風向・風速等 

○河川観測情報（宮城県河川流域情報システム(ＭＩＲＡＩ)とリンク） 
  ・雨量情報 

    県内 188か所（うち仙台市域23か所）の雨量を観測 

  ・水位情報 

県内 155か所（うち仙台市域で名取川３か所、広瀬川５か所、七北田川５か所、 

梅田川２か所、高野川１か所、大倉川１か所）の水位を観測。 

 

 市町村向け「川の防災情報」 

 〔システム管理機関〕 

  ・国土交通省河川局 

 〔情報閲覧可能機関〕 

  ・危機管理室（減災推進課） 

  ・消防局 

（指令課, 若林消防署、太白消

防署）・建設局 

（総務課、下水道調整課、河川課） 

○台風情報 

○レーダー雨量情報 

○テレメータ雨量情報 

○ダム関係情報 

○水質情報 

○海岸情報 

○警報等関連情報 

○水位情報 

 



 

 

 ７ 連絡先電話番号 

  (1) 水防関係機関 
 

 仙 台 管 区 気 象 台                           
 東 北 運 輸 局                           
 仙 台 河 川 国 道 事 務 所  
 釜 房 ダ ム 管 理 所                           
 宮城県総務部危機対策課  
 宮 城 県 土 木 部 河 川 課                           
 宮 城 県 仙 台 土 木 事 務 所                           
宮城県仙台地方ダム総合事務所 
 大 倉 ダ ム 管 理 事 務 所                           
 七 北 田 ダ ム 管 理 事 務 所                           
（宮城県仙台地方ダム総合事務所管理第二班） 

   297-8103 
   299-8851 
   304-1813 
 0224-84-2171 
   211-2375 
   211-3172 
   297-4111 
   372-2103 
   393-2211 
   372-2927 

 宮 城 県 警 察                           
 仙 台 中 央 警 察 署                           
 仙 台 南 警 察 署                           
 仙 台 北 警 察 署                           
 仙 台 東 警 察 署                           
 泉 警 察 署                           
 名 取 市 役 所                           
 多 賀 城 市 役 所                           
 東日本電信電話㈱宮城支店                           
 

   221-7171 
   222-7171 
   246-7171 
   233-7171 
   231-7171 
   375-7171 
   384-2111 
   368-1141 
   269-2248 
 

 
  (2) 消 防 団         
 

青 葉 

 中 央 分 団                 
 片 平 分 団                 
 青 葉 分 団                 
 荒 巻 西 分 団                 
 荒 巻 東 分 団                 
 八 幡 分 団                 
 国 見 分 団                 
 小 松 島 分 団                 
 宮 町 分 団                 
 折 立 分 団                 

青葉消防団本部
（青葉消防署
内） 

234-1121 

泉 

 七 北 田 分 団                 
 市 名 坂 分 団                 
 八 乙 女 分 団                 
 松 森 分 団                 
 大 沢 分 団                 
 野 村 分 団                 
 上 谷 刈 分 団                 
 南 光 台 分 団                 
 朴 沢 分 団                 
 福 岡 分 団                 
 根 白 石 分 団 
 西 田 中 分 団                 
 小 角 分 団                 
 実 沢 分 団                 

泉消防団本部（泉
消防署内） 

373-0119 

宮城野 

 原 町 分 団                 
 東 仙 台 分 団                 
 宮 城 野 分 団                 
 岩 切 分 団                 
 高 砂 分 団                 
 港 分 団                 
 幸 町 分 団                 

宮城野消防団本
部 
（宮城野消防署
内） 

284-9211 

宮 城 

 作 並 分 団                 
 上 愛 子 分 団                 
 愛 子 分 団                 
 落 合 分 団                 
 芋 沢 分 団                 
 川 前 分 団                 
 大 倉 分 団                 

宮城消防団本部
（宮城消防署内） 

392-8119 

若 林 

 連 坊 分 団                 
 南 小 泉 分 団                 
 南 材 分 団                 
 六 郷 分 団                 
 七 郷 分 団                 

若林消防団本部
（若林消防署内） 

282-0119 
秋 保 

長 袋 分 団                 
 馬 場 分 団                 
 湯 元 分 団                 
 境 野 分 団                 
 野 中 分 団                 

秋保消防団本部
（太白消防署内） 

244-1119 

太 白 

 八 木 山 分 団                 
 長 町 分 団                 
 郡 山 分 団                 
 西 多 賀 分 団                 

山 田 分 団                 
 中 田 分 団                 
 東 中 田 分 団                 
 生 出 分 団                 

太白消防団本部
（太白消防署内） 

244-1119 
   

  
 
 
  



 

 

  (3)  市 役 所        
 

本 庁 

 健康福祉局総務課                 
 経済局経済企画課                 
 都市整備局総務課                 
 建 設 局 総 務 課                 
 危機管理室減災推進課 
 教 育 局 総 務 課                 
 水 道 局 総 務 課                 
 ガ ス 局 総 務 課                 

    214-8184 
    214-8255 
    214-8286 
    214-8366 
       214-3109 
    214-8856 
 （代）249-2211 
 （代）256-2111 

消防署 

 青 葉 消 防 署                 
   国 見 出 張 所              
   片 平 出 張 所              
   小松島出張所              
   荒 巻 出 張 所              
 宮 城 野 消 防 署                 
  高 砂 分 署                
   岩 切 出 張 所              
   鶴 谷 出 張 所              
   原 町 出 張 所              
 若 林 消 防 署                 

河 原 町 分 署 
   六 郷 出 張 所              
 太 白 消 防 署                 
     長 町 出 張 所              
   中 田 出 張 所              
     八木山出張所              
     秋 保 出 張 所              
   茂 庭 出 張 所              
 泉 消 防 署                 
  八 乙 女 分 署 
   松 陵 出 張 所              
   高 森 出 張 所              
   根白石出張所 
 宮 城 消 防 署                 
   熊ケ根出張所              
 消 防 航 空 隊  

    234-1121 
    234-5241 
    225-1050 
    234-7266 
    278-5980 
    284-9211 
    258-0900 
    255-8249 
    251-1563 
    256-5732 
    282-0119 
    215-0015 
    289-4365 
    244-1119 
    248-9284 
    241-1450 
    229-4639 
    398-2632 
    281-4789 
    373-0119 
    776-0119 
    372-9955 
    377-1252 
    376-8870 
    392-8119 
    393-2488 

0223-23-7850 

区役所 

 青 葉 区 役 所                 
仙台駅前サービスセンター 
 宮 城 総 合 支 所                 
吉成証明発行センター 
大沢証明発行センター 
大倉証明発行センター 
 宮 城 野 区 役 所                 
高砂証明発行センター 
岩切証明発行センター 
 若 林 区 役 所                 
六郷証明発行センター 
七郷証明発行センター 
 太 白 区 役 所                 
 秋 保 総 合 支 所                 
中田証明発行センター 
生出証明発行センター 
 泉 区 役 所                 
根白石証明発行センター 
南光台証明発行センター 

    225-7211 
    223-5265 
    392-2111 
    279-1526 
    394-2239 
    393-2251 
    291-2111 
    258-1111 
    255-8512 
    282-1111 
    289-2156 
    288-5022 
    247-1111 
    399-2111 
    241-1111 
    281-2111 
    372-3111 
    379-2111 
    252-2111 

 ８ 消防機関の通信系統は、別表第４（Ｐ48～50）及び別表第５（Ｐ51～53）のとおりとする。 

 

第３ 市民に対する周知方法  

 避難勧告等を発令又は解除したときは、避難対象区域内の居住者等へ、避難勧告等の内容を迅速かつ的確に伝達

して周知する。 

１ 避難準備情報発令時の伝達手段 

① 報道機関への一斉ＦＡＸ、公共情報コモンズを通じたテレビ・ラジオ等からの情報提供 

② 杜の都防災Web、杜の都防災メール及び市ホームページを活用した情報提供 

③ 自主防災組織会長に対する対象区域内居住者への情報伝達の協力要請 

④ より確実な伝達を行うため、努めて消防車両及び区役所の広報車による関係地域への巡回 

２ 避難勧告又は指示発令時の伝達手段 

前記①、②、③に加え 

① 緊急速報メールによる情報配信 

② 消防車両及び広報車両による関係地区への巡回広報  

  



 

 

国土交通省・県から

の洪水予報等 

災対本部及び現場指

揮者からの避難情報 

危機管理室 

対 象 施 設 対象施設関係部局 

FAXによる一斉同報 

電話による状況確認 

避難情報 

２ 地下街等、要配慮者施設及び大規模工場等への洪水予報等の情報伝達 

(1) 対象施設（水防法第15条第１項第３号に規定する施設）は、次に定める施設とする。 

対象区分 水防法上の定義 地域防災計画上の定義 

地下街 地下街その他地下に設けられた不特

定かつ多数のものが利用する施設 

建築物の地階部分の用途が、消防法施行令第１条

の２第３項に規定される施設。ただし、同令別表第１ 

(５)ロ、(６)ハ、ニ、(７)、(12)、(13)、(14)、(15)、(17)、

(18)、(19)、(20)に掲げる用途に供される施設を除く。 

要配慮者施設 高齢者、障害者、乳幼児等の防災上

配慮が必要な者が利用する施設 

次の用途に供される施設及びこれら同類と認められ

る施設。 

イ 病院、診療所又は助産所（入院病床を有するも

のに限る）。 

ロ 老人福祉施設、有料老人ホーム、介護老人保健

施設、救護施設、更正施設、児童福祉施設（母子生

活支援施設を除く。）、身体障害者更正援護施設（身

体障害者を収容するものに限る。）、知的障害者援

護施設又は精神障害者社会復帰施設 

ハ 幼稚園、特別支援学校 

大規模な工場

その他の施設 

国土交通省令で定める基準を参酌し

て市町村の条例で定める用途及び規

模に該当するものでその洪水時の浸

水の防止を図る必要があると認められ

るもの 

工場、作業場又は倉庫で、延べ床面積が１万㎡以上

のもの。（今後反映を予定） 

(2) 伝達する情報と伝達の範囲は、次のとおりとする。 

情報区分 伝 達 範 囲 

洪水予報等 指定河川の浸水想定区域内にあるすべての対象施設に伝達 

避難情報 発令範囲内に所在する対象施設に限定 

(3) 情報伝達系統は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

第４ 避難情報の発令基準等 

(1) 発令範囲は、河川堤防からの距離を基準として、３区分の範囲を設定して発令する。 

区 分 範 囲 考え方 

第１区分 
堤防からの距離がおよそ300m

以内の範囲 

河川はん濫により、水流で建物が倒壊するなどの被

害が発生する可能性のある範囲 

第２区分 
堤防からの距離がおよそ300m

以上1.5ｋｍ以内の範囲 

およそ１時間以内に河川はん濫による浸水の影響

が及ぶ範囲 

第３区分 
堤防からの距離がおよそ1.5

ｋｍ以上の範囲 

河川はん濫による浸水の影響を受けるまでにおよ

そ１時間以上の範囲 

 

 

(2) 第１区分の避難勧告等の発令基準は次のとおりとする。 

 発 令 基 準 

避難準備

情報 

水位が、はん濫注意水位（警戒水位）に達し、なお上昇のおそれがある場合 

避難勧告 水位が、避難判断水位（特別警戒水位）に達し、なお上昇のおそれがある場合 

避難指示 １時間後には、はん濫危険水位（危険水位）を超えるおそれがあると判断された場合 

 

※ 急激な水位上昇予測等の水位基準によりがたい場合には、水位上昇予測による時間経過を発令基準とする

。 

 

 

(3) 発令方法は、３区分の範囲に対して段階的に避難情報を発令する。 

区 分 発  令  方  法 

第１区分 各河川の避難情報の各発令基準に到達後直ちに発令する。 

第２区分 
第１区分に避難勧告発令後直ちに避難準備情報を、避難指示発令後直ちに避難勧告を発

令する。避難指示は、その後の状況を勘案して発令する。 

第３区分 
第２区分に避難勧告発令後直ちに避難準備情報を、避難指示発令後直ちに避難勧告を発

令する。避難指示は、その後の状況を勘案して発令する。 

※ 各地区を巡回放送して避難情報の発令を伝達する場合には、第１区分の範囲から優先的に巡回して伝達

することとし、避難情報の発令区分(準備、勧告、指示)が切り替わった場合には、第１区分の範囲に戻って

情報伝達活動を行う。 

※ 堤防の決壊や、堤防から水があふれた場合は、直ちにその付近及び下流域の第１区分、第２区分の範囲

に避難指示を発令し、第３区分ついては、段階的に避難勧告、指示を発令する。 

 

 

 



 

 

第５ 特別警報・警報・注意報の基準 
 

仙台管区気象台又は気象庁が発表する水防活動の利用に適合する（以下「水防活動用」という。）警

報・注意報は、指定河川洪水予報を除き、一般の利用に適合する特別警報、警報、注意報をもって代え

る。なお、水防活動の利用に適合する特別警報は設けられていない。 

水防活動用警報又は注意報と対応する一般の利用に適合する特別警報、警報、注意報の種類及びそれ

らの発表基準は次のとおりである。 

 

水防活動用 

警報・注意報 

一般の利用に適合する 

特別警報・警報・注意報 
発表基準 

水防活動用 

気象警報 

大雨特別警報 
大雨による重大な災害が発生するおそれが著し

く大きいと予想したとき 

大雨警報 
大雨による重大な災害が発生するおそれがある

と予想したとき 

水防活動用 

気象注意報 
大雨注意報 

大雨による災害が発生するおそれがあると予想

したとき 

水防活動用 

洪水警報 
洪水警報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、重大

な災害が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

洪水注意報 
洪水注意報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害

が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

高潮警報 

高潮特別警報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により

重大な災害が発生するおそれが著しく大きいと

予想したとき 

高潮警報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により

重大な災害が発生するおそれがあると予想した

とき 

水防活動用 

高潮注意報 
高潮注意報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により

災害が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

津波警報 

津波特別警報 

津波により重大な災害が発生するおそれが著し

く大きいと予想したとき(なお、「大津波警報」の

名称で発表する) 

津波警報 
津波により重大な災害が発生するおそれがある

と予想したとき 

水防活動用 

津波注意報 
津波注意報 

津波により災害が発生するおそれがあると予想

したとき 

(注1)一般の利用に適合する洪水の特別警報は設けられていない。 

(注2)大きな地震等が発生し、通常よりも災害が発生しやすいと認められる場合は、大雨等の警報及び注

意報の基準を暫定的に引き下げて運用することがある。 

(注3)高潮警報・注意報の潮位は一般に高さを示す「標高」で表す。「標高」の基準面として東京湾平均

海面(TP)を用いる。 

 



 

 

大雨注意報基準 
市町村等を

まとめた地

域 

市町村等 雨量基準 
土壌雨量指数基

準 

東部仙台 仙台市東部 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=30 

80 

  塩竈市 R3=50 86 

  名取市 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=30 

87 

  多賀城市 R3=50 80 

  岩沼市 R1=30 88 

  亘理町 R1=30 88 

  山元町 R1=30 90 

  松島町 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=25 

68 

  七ヶ浜町 R3=60 86 

  利府町 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=30 

80 

  大和町東部 R1=30 81 

  大郷町 R1=30 81 

  富谷町 R1=30 80 

西部仙台 仙台市西部 平坦地：R1=30 

平坦地以外：R1=40 

80 

大和町西部 平坦地：R1=30 

平坦地以外：R1=40 

81 

大衡村 R1=40 81 

洪水注意報基準 
市町村等を

まとめた地

域 

市町村等 雨量基準 
流域雨量指数基

準 
複合基準 

指定河川洪水予報による基

準 

東部仙台 仙台市東部 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=30 

広瀬川流域=15 平坦地：R3=30 

かつ 

名取川流域=40 

名取川［名取橋］，広瀬川

［広瀬橋］， 

七北田川［市名坂］ 

  塩竈市 R3=50 － － － 

  名取市 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=30 

増田川流域=12，

五間堀川流域=8 

－ 名取川［名取橋］ 

  多賀城市 R3=50 砂押川流域=7 － 七北田川［市名坂］ 

  岩沼市 R1=30 五間堀川流域=7 － 阿武隈川下流［笠松・岩沼］ 

  亘理町 R1=30 － － 阿武隈川下流［笠松・岩沼］ 

  山元町 R1=30 坂元川流域=7 － － 

  松島町 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=25 

－ 平坦地：R3=40 

かつ 

吉田川流域=16 

鳴瀬川［野田橋・鹿島台］， 

吉田川［粕川・鹿島台］ 

  七ヶ浜町 R3=60 － － － 

  利府町 平坦地：R3=50 

平坦地以外：R1=30 

砂押川流域=6 － － 

  大和町東部 R1=30 宮床川流域=9，

善川流域=6 

－ 吉田川［落合・新田橋］ 

  大郷町 R1=30 鶴田川流域=6 － 吉田川［落合・粕川］ 

  富谷町 R1=30 － － 吉田川［落合・新田橋］ 

西部仙台 仙台市西部 平坦地：R1=30 

平坦地以外：R1=40 

名取川流域=11，

広瀬川流域=22， 

七北田川流域

=14 

－ 七北田川［市名坂］ 

  大和町西部 平坦地：R1=30 

平坦地以外：R1=40 

吉田川流域=16，

宮床川流域=9 

－ 吉田川［落合］ 

  大衡村 R1=40 善川流域=6 － － 

 
大雨警報基準 
市町村等を

まとめた地

域 

市町村等 雨量基準 
土壌雨量指数基

準 

東部仙台 仙台市東部 平坦地：R3=80  

平坦地以外：R1=45 

101 

  塩竈市 R3=80 108 

  名取市 平坦地：R3=80  

平坦地以外：R1=50 

109 

  多賀城市 R3=80 101 

  岩沼市 R1=50 111 

  亘理町 R1=50 113 

  山元町 R1=50 113 

  松島町 平坦地：R3=90  

平坦地以外：R1=45 

85 

  七ヶ浜町 R3=90 108 

  利府町 平坦地：R3=80  

平坦地以外：R1=45 

101 

  大和町東部 R1=45 102 

  大郷町 R1=45 102 

  富谷町 R1=50 101 

西部仙台 仙台市西部 平坦地：R1=45 

平坦地以外：R1=50 

101 

大和町西部 R1=50 102 

大衡村 R1=50 102 

洪水警報基準 
市町村等を

まとめた地

域 

市町村等 雨量基準 
流域雨量指数基

準 
複合基準 

指定河川洪水予報による基

準 

東部仙台 仙台市東部 平坦地：R3=80 

平坦地以外：R1=45 

広瀬川流域=30 平坦地：R3=50 

かつ 

名取川流域=40 

名取川［名取橋］，広瀬川

［広瀬橋］， 

七北田川［市名坂］ 

  塩竈市 R3=80 － － － 

  名取市 平坦地：R3=80 

平坦地以外：R1=50 

増田川流域=15，

五間堀川流域

=15 

－ 阿武隈川下流［笠松・岩沼］， 

名取川［名取橋］ 

  多賀城市 R3=80 砂押川流域=13 － 七北田川［市名坂］ 

  岩沼市 R1=50 五間堀川流域

=14 

－ 阿武隈川下流［笠松・岩沼］ 

  亘理町 R1=50 － － 阿武隈川下流［笠松・岩沼］ 

  山元町 R1=50 坂元川流域=13 － 阿武隈川下流［岩沼］ 

  松島町 平坦地：R3=90 

平坦地以外：R1=45 

－ 平坦地：R3=60 

かつ 

吉田川流域=16 

鳴瀬川［野田橋・鹿島台］， 

吉田川［粕川・鹿島台］ 

  七ヶ浜町 R3=90 － － － 

  利府町 平坦地：R3=80 

平坦地以外：R1=45 

砂押川流域=9 － 七北田川［市名坂］ 

  大和町東部 R1=45 宮床川流域=11，

善川流域=12 

－ 吉田川［落合・新田橋］ 

  大郷町 R1=45 鶴田川流域=10 － 吉田川［落合・粕川］ 

  富谷町 R1=50 － － 吉田川［落合・新田橋］ 

西部仙台 仙台市西部 平坦地：R1=45 

平坦地以外：R1=50 

名取川流域=22，

広瀬川流域=28， 

七北田川流域

=18 

－ 七北田川［市名坂］ 

大和町西部 R1=50 吉田川流域=31，

宮床川流域=11 

－ 吉田川［落合］ 

大衡村 R1=50 善川流域=12 R1=40 かつ 

善川流域=8 

－ 

 
高潮注意報基準 
市町村等をま

とめた地域 
市町村等 基準（単位：ｍ） 

東部仙台 仙台市東部 0.9 

塩竈市 0.9 

名取市 0.9 

多賀城市 0.9 

岩沼市 0.9 

亘理町 0.9 

山元町 0.9 

松島町 0.9 

七ヶ浜町 0.9 

利府町 0.9 

高潮警報基準 
市町村等をま

とめた地域 
市町村等 基準（単位：ｍ） 

東部仙台 仙台市東部 1.6 

塩竈市 1.2 

名取市 1.5 

多賀城市 1.6 

岩沼市 1.6 

亘理町 1.5 

山元町 1.4 

松島町 1.4 

七ヶ浜町 1.3 

利府町 1.2 

 

大雨・高潮特別警報発表基準 

現象の種類 基準 

大雨 
台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、若しくは、数十年に一度の強度

の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合 

高潮 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により高潮になると予想される場合 

 



 

 

大雨及び洪水警報・注意報基準表の見方 
 

（1） 大雨及び洪水の欄中、R1、R3 はそれぞれ 1、3 時間雨量を示す。例えば、｢R1=70｣であれば、｢1 時間雨量

70mm以上｣を意味する。 

（2） 大雨及び洪水の欄中においては、「平坦地、平坦地以外」等の地域名で基準値を記述する場合がある。 

（3） 土壌雨量指数基準値は1km四方毎に設定している。大雨の欄中、土壌雨量指数基準には、市町村内にお

ける基準値の最低値を示す。 

（4） 洪水の欄中、｢○○川流域=30｣は、｢○○川流域の流域雨量指数 30 以上｣を意味する。 

（5） 洪水の欄中、「指定河川洪水予報による基準」の「○○〔△△〕」は、洪水注意報においては「指定

河川である○○川に発表された洪水予報において、△△基準観測点ではん濫注意情報の発表基準を

満たしている場合に洪水注意報を発表する」ことを、洪水警報においては、同じく「△△基準観測

点でははん濫警戒情報、またははん濫危険情報の発表基準を満たしている場合に洪水警報を発表す

る」ことを意味する。 

 

 

＜参考＞ 

土壌雨量指数：土壌雨量指数は、降雨による土砂災害発生の危険性を示す指標で、土壌中に貯まっている

雨水の量を示す指数。解析雨量、降水短時間予報をもとに、5km四方の領域ごとに算出する。 

 

流域雨量指数：流域雨量指数は、降雨による洪水災害発生の危険性を示す指標で、対象となる地域・時刻

に存在する流域の雨水の量を示す指数。解析雨量、降水短時間予報をもとに、5km 四方の領域ごとに算出す

る。 

 

平坦地、平坦地以外の定義 

 平坦地：概ね傾斜が 30 パーミル以下で、都市化率が 25 パーセント以上の地域 

 平坦地以外：上記以外の地域 

 

分割した市町村の定義 

仙台市東部：青葉区（宮城総合支所管内を除く）、宮城野区、若林区、太白区（秋保総合支所管内を

除く） 

仙台市西部：青葉区（宮城総合支所管内）、太白区（秋保総合支所管内）、泉区 

大和町東部：大和町西部を除く 

大和町西部：小野、学苑、宮床、もみじヶ丘、吉岡、吉岡東、吉岡南、吉田 

 

 



 

 

津波に関する警報、注意報、情報、予報 
 

１．大津波警報、津波警報、津波注意報 

気象庁は、地震が発生した時は地震の規模や位置を即時に推定し、これらをもとに沿岸で予想される

津波の高さを求め、津波による災害の発生が予想される場合には、地震が発生してから約３分を目標に

大津波警報、津波警報または津波注意報（以下これらを津波警報等という）を発表する。 

 

（ア）種類 

大津波警報：津波による重大な災害のおそれがあると予想されるとき発表（予想される津波の高

さが高いところで３ｍを超える場合） 

津 波 警 報：津波による重大な災害のおそれがあると予想されるとき発表（予想される津波の高

さが高いところで１ｍを超え、３ｍ以下の場合） 

津波注意報：津波による災害のおそれがあると予想されるとき発表 

 

（イ）発表される津波の高さ等 

種類 

予想される津波の高さ 

高さの区分  

（発表基準） 
数値での表現 巨大地震の場合の表現 

大津波警報 

１０ｍ＜予想高さ １０ｍ超 

巨大 ５ｍ＜予想高さ≦１０ｍ １０ｍ 

３ｍ＜予想高さ≦５ｍ ５ｍ 

津波警報 １ｍ＜予想高さ≦３ｍ ３ｍ 高い 

津波注意報 ０．２ｍ≦予想高さ≦１ｍ １ｍ （表記しない） 

・「津波の高さ」とは、津波によって潮位が高くなった時点におけるその潮位とその時点に津波

がなかったとした場合の潮位との差であって、津波によって潮位が上昇した高さをいう。 

・地震の規模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震は、地震の規模を数分内に精度よ

く推定することが困難であることから、推定した地震の規模が過小に見積もられているおそれ

がある場合は、予想される津波の高さを「巨大」「高い」という言葉で発表して非常事態であ

ることを伝える。 

 

（ウ）津波警報等の留意事項等 

・沿岸に近い海域で大きな地震が発生した場合、津波警報等の発表が津波の襲来に間に合わない

場合がある。 

・津波警報等は、最新の地震・津波データの解析結果に基づき、内容を更新する場合がある。 

・津波による災害のおそれがなくなったと認められる場合、津波警報等の解除を行う。このうち、

津波注意報は、津波の観測状況等により、津波がさらに高くなる可能性は小さいと判断した場

合には、津波の高さが発表基準より小さくなる前に、海面変動が継続することや留意事項を付

して解除を行う場合がある。  

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

２.津波情報 

気象庁は、津波警報等を発表した後、「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」等の情報を発

表する。 

 

（ア）種類 

 種類 内容 

津
波
情
報 

津波到達予想時刻・予想される

津波の高さに関する情報 

各津波予報区の津波の到達予測時刻や予想

される津波の高さを発表する。 

各地の満潮時刻・津波到達予想

時刻に関する情報 

主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻を

発表する。 

津波観測に関する情報注1 
沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表す

る。 

沖合の津波観測に関する情報注2 

沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合

の観測値から推定される沿岸での津波の到

達時刻や高さを津波予報区単位で発表する。 

津波に関するその他の情報 津波に関するその他必要な事項を発表する。 

注１）津波警報の発表後、沖合や沿岸の観測点で観測した津波の高さや到達時刻を発表する。な

お、大津波警報を発表している沿岸で、観測された津波の高さが１ｍ以下のとき、又は津

波警報を発表している沿岸で、観測された津波の高さが０．２ｍ未満のときは、津波の高

さを「観測中」と発表する。 

注２）沖合の津波観測に関する情報では、沖合の観測値から推定される沿岸での津波の高さが、

大津波警報を発表している沿岸で３ｍ以下、津波警報を発表している沿岸で１ｍ以下のと

きは、沖合で観測された津波の高さを「観測中」、推定される沿岸での津波の高さを「推

定中」と発表する。  

 

（イ）津波情報の留意事項等 

①津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報 

・津波到達予想時刻は、津波予報区の中で最も早く津波が到達する時刻である。同じ予報区の

中でも場所によっては、この時刻よりも数十分、場合によっては１時間以上遅れて津波が襲っ

てくることがある。 

・津波の高さは、一般的に地形の影響等のため場所によって大きく異なることから、局所的に

予想される津波の高さより高くなる場合がある。 

②各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報 

・津波と満潮が重なると、潮位の高い状態に津波が重なり、被害がより大きくなる場合がある。 

③津波観測に関する情報 

・津波による潮位変化（第１波の到達）が観測されてから最大波が観測されるまでに数時間以

上かかることがある。 

・場所によっては、検潮所で観測した津波の高さよりも更に大きな津波が到達しているおそれ

がある。 

④沖合の津波観測に関する情報 

・津波の高さは、沖合での観測値に比べ、沿岸ではさらに高くなる。 

・津波は非常に早く伝わり、「沖合の津波観測に関する情報」が発表されてから沿岸に津波が到

達するまで５分とかからない場合もある。また、地震の発生場所によっては、情報の発表が

津波の到達に間に合わない場合もある。 

 

 

 

  



 

 

３.津波予報 

地震発生後、津波による災害が起こるおそれがない場合には、以下の内容を津波予報で発表する。 

 発表基準 内容 

津
波
予
報 

津波が予想されないとき 津波の心配なしの旨を地震情報に含めて発表する。 

０．２ｍ未満の海面変動

が予想されたとき 

高いところでも０．２ｍ未満の海面変動のため被害の心配

はなく、特段の防災対応の必要がない旨を津波に関するそ

の他の情報に含めて発表する。 

津波注意報解除後も海面

変動が継続するとき 

津波に伴う海面変動が観測されており、今後も継続する可

能性が高いため、海に入っての作業や釣り、海水浴などに

際しては十分な留意が必要である旨を津波に関するその

他の情報に含めて発表する。 

 

 

（参考）気象庁が発表する特別警報 

気象庁は、予想される現象が特に異常であるため重大な災害の起こるおそれが著しく大きい場合は、

大雨、津波、高潮等についての一般の利用に適合する警報（特別警報）を発表する。なお、津波につ

いては、大津波警報が特別警報に位置付けられる。 

また、水防活動用の特別警報は設けられていない。 



 

 

第10章  指定河川洪水予報、水防警報等の区域及びその措置  

第１ 指定河川洪水予報                  

１ 対象河川及び水位 

(1) 法第10条第２項及び気象業務法第14条の２第２項の規定により、東北地方整備局仙台河川国道事務所

と仙台管区気象台が共同して行う洪水予報の河川とその区域及び基準地点は次のとおりである。 

 
 

河 川 名        区        域 基準地点 
はん濫注意水位 

（警戒水位） 
はん濫危険水位 

（危険水位） 

名 取 川        
 左岸 仙台市太白区山田字船渡前3番1地先から海まで 

 右岸 名取市高舘熊野堂字五反田48番2地先から海まで 
名 取 橋        6.50ｍ （注） 

広 瀬 川        
 左岸 仙台市若林区河原町二丁目13番25地先から名取川への合流点まで 

 右岸 仙台市太白区長町一丁目1番1地先から名取川への合流点まで 広 瀬 橋        1.30ｍ （注） 

 

（注）避難判断水位（特別警戒水位）及びはん濫危険水位（危険水位）については、観測所の受持区間毎に表し、

その値を以下に示す。 

 

河 川 名 観 測 所 名 
避難判断水位 

（特別警戒水位） 

はん濫危険水

位 

（危険水位） 

受 持 区 間 

名 取 川 名 取 橋 

8.40ｍ 

8.40ｍ 

8.40ｍ 

 

9.10ｍ 

9.10ｍ 

9.10ｍ 

 

左岸 仙台市太白区郡山地区から仙台市若林区日辺地区 

左岸 仙台市若林区藤塚地区 

右岸 仙台市太白区上河原地区から名取市閖上地区 

広 瀬 川 広 瀬 橋 
2.70ｍ 

2.70ｍ 

3.20ｍ 

3.20ｍ 

左岸 仙台市若林区若林地区 

右岸 仙台市太白区長町地区 

 

(2) 法第11条第１項及び気象業務法第14条の２第３項の規定により、宮城県土木部河川課と仙台管区気象台

が共同して行う洪水予報の河川とその区域及び基準地点は次のとおりである。 

 

河 川 名        区        域 基準地点 
はん濫注意水位 

（警戒水位） 
避難判断水位 

（特別警戒水位） 

はん濫危険水位 

（危険水位） 

七北田川 

左岸 仙台市泉区七北田字赤生津130番１地先赤生津大橋

から海まで 

右岸 仙台市泉区上谷刈字沼104番1地先 

赤生津大橋から海まで 

市名坂 3.35ｍ 4.10ｍ 4.30ｍ 

  

２ 指定河川洪水予報の種類 

   指定河川洪水予報の種類は、洪水注意報と洪水警報の二種類とする。 

 ３ 指定河川洪水予報の基準 

  (1) はん濫注意情報（洪水注意報）は、基準地点の水位がはん濫注意水位（警戒水位）に達し、さらに上昇す

るおそれのあるとき発表する。 

  (2) はん濫警戒情報（洪水警報）は、基準地点の水位が避難判断水位（特別警戒水位）に達し、さらに上昇す

るおそれのあるとき、または、はん濫危険水位（危険水位）を超える洪水となるおそれがあるとき発表す

る。 

  (3) はん濫危険情報（洪水警報）は、基準地点の水位がはん濫危険水位（危険水位）に達したとき発表する。 

  (4) はん濫発生情報（洪水警報）は、予報区間においてはん濫を確認したとき発表する。 

  



 

 

第２ 国土交通大臣が行う水防警報                              

 法第16条の規定により、国土交通大臣が水防警報を行う河川とその区域及び対象量水標は、次のとおりである

。 
 

河 川 名        区 域                   対象量水標名 
水防団待機水位 

（指定水位） 

はん濫注意水位 

（警戒水位） 
計画高水位 

名 取 川        

幹  川        

 左岸 仙台市太白区山田字船渡前3番1地先から海まで 
 右岸 名取市高舘熊野堂字五反田48番2地先から海まで 

名 取 橋            5.50ｍ 6.50ｍ 10.190ｍ 

閖 上 第 二            1.50ｍ 2.00ｍ  3.187ｍ 

名 取 川        

支 川        

広 瀬 川        

左岸 仙台市若林区河原町二丁目13番25地先から名取川への
合流点まで 

右岸 仙台市太白区長町一丁目1番1地先から名取川への合流

点まで 

 

広 瀬 橋            0.50ｍ 1.30ｍ  4.124ｍ 

 
 
 

第３ 知事が行う水防警報                    

 法第16条の規定により、知事が水防警報を行う河川とその区域及び対象量水標は、次のとおりである。 

 
 

河 川 名        区 域              対象量水標名 
水防団待機水位 

（指定水位） 

はん濫注意水位 

（警戒水位） 
計画高水位 

名 取 川        

支 川        

広 瀬 川        

 左岸 

    愛宕橋から広瀬橋まで 

 右岸 

広 瀬 橋            0.50ｍ 1.30ｍ 4.124ｍ 

七北田川 
 左岸 

    赤生津大橋から海まで 

 右岸 

市 名 坂            2.85ｍ 3.35ｍ 6.032ｍ 

梅 田 川 

左岸  

大田見橋から七北田川 

合流点まで 

右岸 

苦    竹 2.10ｍ 2.50ｍ 3.330ｍ 

 
 
 
 
 

第４ 水防警報の段階と行動内容                          

１ 水防警報の段階は、次のとおりである。 
 

段  階 種  別 行 動 内 容                                  

第１段階 準  備 
  水防資材器具の整備点検、堰堤水こう門等の開閉準備、消防団幹部の 

 出動など水防活動の準備をする必要がある旨通報するもの。 

第２段階 出  動   消防団員が出動する必要がある旨通報するもの。 

第３段階 解  除   水防活動の終了を通報するもの。 
 

※ 適宜水位、水位の上昇、下降、滞水期間、最高水位の大きさ、時刻など、水防活動上必要とする水位

状況を通報する。 

 

  



 

 

 ２ 各河川別水防警報の段階と行動内容は、次のとおりである。 

  (1) 国土交通大臣所管 
 

河 川 名 対象量水標名 第１段階（準備）                   第２段階（出動）                   第３段階（解除）                   

名取川幹川 

名 取 橋            
 水位(5.50)m に達し、 

 なお上昇のおそれがあ 
 るとき 

 水位(6.50)m に達し、 

 なお上昇のおそれがあ 
 るとき 

 はん濫注意水位（警戒水

位）を下がって水防作業の

必要がなくなったとき 

閖 上 第 二            
 水位(1.50)m に達し、 

 なお上昇のおそれがあ 
 るとき 

 水位(2.00)m に達し、 

 なお上昇のおそれがあ 
 るとき 

 はん濫注意水位（警戒水

位）を下がって水防作業の

必要がなくなったとき 

名取川支川 

広瀬川 
広 瀬 橋            

 水位(0.50)m に達し、 
 なお上昇のおそれがあ 
 るとき 

 水位(1.30)m に達し、 
 なお上昇のおそれがあ 
 るとき 

 はん濫注意水位（警戒水

位）を下がって水防作業の

必要がなくなったとき 

 
 (2)  県知事所管 

 

河 川 名        第 １ 段 階 （ 準 備 ）                     第 ２ 段 階 （ 出 動 ）                     第 ３ 段 階 （ 解 除 ）                     

広 瀬 川        

 雨量を考慮し、広瀬橋量水標 

 が水防団待機水位（指定水位）
（0.50)mに達し、さらに増水し危
険が予想されるとき 
   （国管理区間と同時発令） 

 雨量を考慮し、広瀬橋量水標 

 がはん濫注意水位（警戒水位）
（1.30)mに達し、さらに増水し
危険が予想されるとき 
   （国管理区間と同時発令） 

 はん濫注意水位（警戒水位）を

下がり水防作業の必要がなく

なったとき 
 
 
 

七北田川 

 雨量を考慮し、市名坂量水標 

 が水防団待機水位（指定水位）
（2.85)mに達し、さらに増水し危
険が予想されるとき 

 雨量を考慮し市名坂量水標が 

 はん濫注意水位（警戒水位）（3.
35）mに達し、さらに増水し危険
が予想されるとき 

 はん濫注意水位（警戒水位）を

下がり水防作業の必要がなく

なったとき 

 
 

梅 田 川 

  雨量を考慮し、苦竹量水標が 
水防団待機水位（指定水位） 
（2.10)mに達し、さらに増水し危
険が予想されるとき 

 雨量を考慮し苦竹量水標が 

 はん濫注意水位（警戒水位）（2.
50m ）に達し、さらに増水し危
険が予想されるとき 

 はん濫注意水位（警戒水位）を

下がり水防作業の必要がなく

なったとき 

 
  

第５ 水防警報発表及び受報機関とその措置 

 １ 国土交通大臣所管 
 

河 川 名 発表担当者 受報担当者 通報担当者 受報担当者 連絡方法 摘    要 

名 取 川 
 仙台河川国道 

事務所長 

宮城県土木部 
河川課長 

仙台土木 

事務所長 

 仙台市 

 水防管理者 
 加入電話 

 各水防関係連絡先 

 電話番号は第９章 
 第２の７ 広 瀬 川 

 
(1) 仙台土木事務所長から警報事項の通知をうけた水防管理者は、第９章第２の３の通信連絡系統により、直

ちに警報区域の水防機関に通知するものとする。 

(2) 水防警報を受理した水防管理者並びに水防機関は、警報段階に応じ、直ちに準備又は出動の措置をとるも

のとする。 

 
 ２ 県知事所管 

河 川 名          発令担当者 受報担当者 連絡方法 摘      要 

広 瀬 川 

仙台土木事務所長 仙台市水防管理者 

 加入電話及び 

 防災無線 

 各水防関係連絡先 

 電話番号は第９章第２の７ 

七北田川          

梅 田 川 



 

 

 

第６ 水位周知河川の指定 

  水防法第13条第1項及び第2項により、洪水予報以外の河川で、国土交通大臣又は都道府県知事が、洪水により

国民経済上重大又は相当な損害を生じるおそれがあるものとして指定した河川を、水位周知河川という。 

（知事指定（法第13条第2項）） 

 

河川名 区           域 量水標名 
水防団待機

水位(m) 

はん濫注

意水位(m) 

避難判断水

位(m) 

はん濫危

険水位(m) 

計画高

水位(m

) 

0点高 

広瀬川 左右岸 
仙台市愛宕橋から 

広瀬橋まで 
広瀬橋 0.50 1.30 2.20 2.70 4.124 TP.10.22m 

梅田川 左右岸 

仙台市宮城野区原町大田見橋

から 

七北田川合流点まで 

苦竹 2.10 2.50 3.00 3.00 3.330 TP.6.50m 



 

 

第11章 出動及び水防作業 

第１ 消防機関の非常配備                    

  消防機関は、次の場合に水防上の非常配備態勢をとるものとする。 

 １ 水防管理者（仙台市長）が自らの判断により必要と認める場合 

 ２ 水防警報指定河川にあっては、知事からの警報の伝達を受けた場合 

 ３ 緊急にその必要があるとして、知事からの指示があった場合 

第２ 消防機関の出動及び水防作業                             

  消防機関は、仙台市域において、気象状況その他により水災の発生が予想される場合又は水災が発生した場合

に、 これを警戒し、防御し又は水災による被害を軽減するために、「非常配備基準及び非常時における警防本部

等運営要領」（平成１９年３月３０日消防局長決裁）及び「消防団の消防活動に関する要綱」（平成13年9月25日消

防局長決裁）（資料４－１、４－２Ｐ64～69 ）に規定する消防職員及び消防団員の水防に係る非常配備発令、非

常配備発令に伴う活動態勢、別表第６（Ｐ54～55）に従って出動し、自身の安全及び避難を優先して水防作業を行

うものとする。 

第３ 堤防異常報告、水防開始報告                            

 次の場合は直ちに、仙台土木事務所に報告するものとする。 

１ 堤防に異常を発見したとき 

２ はん濫注意水位（警戒水位）に達し、又はそれ以外に消防機関が出動したとき 

３ 水防作業を開始したとき 

第４ 水 防信号           

 水防信号（昭和24年宮城県規則第64号）は次のとおりである。 

１ 第１信号  警戒水位に達したことを知らせる 

２ 第２信号  水防団員および消防機関に属するものの全員が出動すべきことを知らせる 

３ 第３信号  当該水防管理団体の区域内に居住する者が出動すべきことを知らせる 

４ 第４信号  必要と認める区域内の居住者に避難のため立退くべきことを知らせる 

水防信号は、次表に定める区分及び方法に従って発する。 

方法 

区分 
警  鐘  信  号 サ イ レ ン 信 号 

第１信号 ○ 休止   ○ 休止   ○休止 
約５秒 約15秒 約５秒 約15秒 約５秒 

○―― 休 止 ○―― 休 止 ○―― 

第２信号 ○－○－○  ○－○－○  ○－○－○ 
 約５秒 約６秒 約５秒 約６秒 約５秒 

○―― 休 止 ○―― 休 止 ○―― 

第３信号 ○-○-○-○  ○-○-○-○  ○-○-○-○ 
 約10秒 約５秒 約10秒 約５秒 約10秒 

○―― 休 止 ○―― 休 止 ○―― 

第４信号    乱      打 
 約60秒     約５秒 約60秒 

 ○―――――― 休 止 ○―――――― 

注意 １ 信号は、適切な時間継続すること。 

２ 必要があれば警鐘信号及びサイレン信号を併用することを妨げない。 

３ 危険が去ったときは、口頭伝達により周知するものとする。 



 

 

第５ 水防優先通行標識                  

 水防優先通行車両標識等は、次のとおりである。 

 

  １ 車両標識               ２ 腕 章             ３ 標 灯 
 

  備考 夜間における標灯の灯識は、赤色で「水」の文字を表示したもので、形状は適宜なものを用いてよい。 

 

第６ 決壊の通報             

 水防に際し、堤防その他の施設が決壊したとき又はこれに準ずべき事態が発生したときは、法第25条により仙

台河川国道事務所、仙台土木事務所、又は氾濫する方向の関係隣接水防管理団体、地方出張所、警察署等に電話

その他の方法にて連絡するものとする。 

 

通   報   先 電 話 番 号            通   報   先 電 話 番 号            

仙台河川国道事務所 ３０４－１８１３ 仙 台 中 央 警 察 署                     ２２２－７１７１ 

仙 台 土 木 事 務 所                     ２９７－４１１１ 仙 台 南 警 察 署                     ２４６－７１７１ 

仙 台 地 方 県 事 務 所                     ２７５－９１１１ 仙 台 北 警 察 署                     ２３３－７１７１ 

名 取 市 役 所                     ３８４－２１１１ 仙 台 東 警 察 署                     ２３１－７１７１ 

多 賀 城 市 役 所                     ３６８－１１４１ 泉 警 察 署                     ３７５－７１７１ 
 

 

第７ 避難地区及び避難所                    

 水防管理者は、河川の氾濫等により危険が著しく切迫していると認めるときは、必要と認める区域の居住者、

滞在者その他の者に対し、法第29条に基づき、避難のため立退き又はその準備を指示すると共に、当該区域を管

轄する警察署長にその旨を通知するものとする。また、避難勧告等を発令又は解除したときは、防災関係機関に

対し、その旨を通知する。 

 避難の指示に際しては、第９章第３による方法又は第11章第４の水防信号等により市民に周知するものとする

。 

 なお、重要水防区域に係る主な避難対象地区名及び近隣の指定避難所は、次のとおりである。 
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  河 川 名 
 

 左右岸 
 

   主な避難対象地区名                      
 

近 隣 の 指 定 避 難 所 
 

 避難指導者           
 

 名 取 川         
 

 左 岸 
 

 藤塚・種次 
 

 六郷小・中学校 
 

 六郷分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 今泉・日辺 
 

 六郷小・中学校、沖野東小学校 
 

   〃 
 

   〃 
 

  〃 
 

 郡山 
 

 郡山小・中学校、東長町小学校 
 

 郡山分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 東大野田・諏訪町 
 

 大野田小学校、東長町小学校 
 

   〃 
 

   〃 
 

  〃 
 

 大野田・太子堂 
 

 大野田小学校 
 

 長町分団長           
 

   〃 
 

 右 岸 
 

 四郎丸 
 

 四郎丸小学校､袋原小･中学校､東四郎丸小学校                          
 

 東中田分団長 
 

   〃 
 

  〃 
 

 中田 1～7丁目 
 

 中田小学校 
 

 中田分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 柳生・柳生 1～3丁目・西中田 1～7丁目 
 

 西中田小学校、柳生小学校 
 

   〃 
 

 広 瀬 川         
 

 左 岸 
 

 上飯田・飯田字遠西・沖野 3～7丁目 
 

 沖野小・中学校 
 

 六郷分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 河原町・堰場  南材小学校・八軒中学校  南材分団長           

   〃 
 

  〃 
 

 若林 1～7丁目 
 

 古城小学校、若林小学校 
 

 南材分団長           
 

〃 〃 
 土樋 1丁目・米ケ袋 1～3丁目・花壇・ 

大手町 
 

 片平丁小学校、五橋中学校 
立町小学校 

 片平分団長           
 

〃 〃  広瀬町・角五郎1～2丁目 
 

 八幡小学校 
 

 八幡分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 芋沢字大堀・芋沢字新田 
 

 広瀬中学校 
 

 川前分団長           
 

   〃 
 

 右 岸 
 

 長町 1丁目 
 

 長町小学校 
 

 長町分団長           
 

〃 〃 
 荒巻青葉・川内追廻・川内中ノ瀬町・ 
 川内大工町・川内川前町・川内明神横丁 
川内澱橋通 

 立町小学校  片平分団長  

〃 〃 霊屋下 向山小学校 片平分団長 

〃 〃 越路 向山小学校 八木山分団長 

〃 〃 落合三丁目 広瀬小学校 愛子分団長 

 七北田川         
 

 左 岸 
 

 蒲生・蒲生 1～2丁目 
 

 高砂中学校 
 

 港 分 団 長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 福室・高砂 
 

 福室小学校・高砂小学校 
 

 高砂分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 栄・出花 中野栄小学校・中野中学校  高砂分団長 

   〃 
 

  〃 
 

 白鳥  高砂中学校 港 分 団 長 

   〃 
 

  〃 
 

 岩切 
 

 鶴が丘小学校 
 

 岩切分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 市名坂 
 

 七北田小・中学校、市名坂小学校 
 

 市名坂分団長 
 

   〃 
 

  〃 
 

 松森 鶴が丘小学校  松森分団長 

   〃 
 

 右 岸 
 

 岩切 
 

 岩切小・中学校 
 

 岩切分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 田子 
 

 田子小・中学校 
 

 高砂分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 岡田・蒲生 
 

 岡田小学校 
 

 港 分 団 長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 鶴巻 
 

 鶴巻小学校 
 

 高砂分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

鶴ヶ谷  鶴谷東小学校  

  

 岩切分団長           

   〃 
 

  〃 
 

 松森 南光台中学校・南光台東中学校 八乙女分団長 

〃 〃 
八乙女中央3～4丁目・八乙女1丁目 

八乙女4丁目 
黒松小学校・八乙女小学校 八乙女分団長 

 梅 田 川         
 

 左 岸 
 

 福田町 2丁目 
 

 高砂小学校 
 

 高砂分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 苦竹 
 

 東仙台中学校 
 

 東仙台分団長 
 

   〃 
 

  〃 
 

 原町 5丁目 
 

 幸町南小学校 
 

 原町分団長           
 

   〃 
 

  〃 
 

 宮町 5丁目 
 

 五城中学校 
 

 宮町分団長           
 



 

 

 梅 田 川         
 

 左 岸 
 

 台原 1丁目 
 

 台原小学校 
 

 小松島分団長 
 

   〃 
 

右 岸 
 

原町 3丁目・清水沼 2丁目  
 

原町小学校、榴岡小学校 
 

 原町分団長           
 

   〃 
 

〃 
 

 扇町 1～7丁目 
 

 鶴巻小学校 
 

宮城野分団長 
 

〃 〃  梅田町  北六番丁小学校  宮町分団長 

    〃 
 

  〃 
 

 堤町 1丁目 
 

 上杉山中学校 
 

 荒巻東分団長 
 

 南貞山運河 
 

 左 岸 
 

 蒲生 
 

 岡田小学校 
 

 港 分 団 長           
 

 北貞山運河  右 岸  井土  六郷小・中学校  六郷分団長           

 名取川 左 岸 茂庭字人来田  生出小・中学校 生出分団長 
 

備考 １ 救護用として各地区に配置の舟を活用する。 

２ 立退信号により避難する場合、状況に応じ、立退きに際しての携行品等について、必要な注意を行うもの

とする。 

なお、食品、生活必需品、救護品等を必要とする場合には、関係方面と緊密な連絡を取り、迅速なる

処置を講ずるものとする。 

３ 避難所の選定は、被害状況により、変更される場合があるので、必ずしもこの表に掲載された避難所とは

限らない。 

 

第８ 水 防解除           

 水位がはん濫注意水位（警戒水位）以下に減じ水防警戒の必要がないと認め、水防管理者が水防解除を命じたときは、区役所

・消防署・警察署の広報車両により関係地区の巡回・放送による伝達、ラジオ・テレビ等により市民に周知するとともに、知事

（仙台土木事務所経由）に報告するものとする。 

 



 

 

第12章 関係機関との協力及び応援 

第１ 隣接市町との応援協定                      

 名取川及び七北田川の防御に他市町から応援をうける事態を考慮し、名取市及び多賀城市との応援出動につい

て、仙台市隣接市町村消防相互応援協定（昭和48年）を締結している。 

第２ 下流市への通報事項                    

 下流市である名取市、多賀城市で重要であると認められる事項については、特に通報事項として便宜を与える

ものとする。 

第３ 国土交通大臣が行う特定緊急水防活動 

   国土交通大臣は、洪水、高潮等による著しく激甚な災害が発生した場合において、当該災害の発生に伴い浸入

した水の排除等の特定緊急水防活動を行うことができる。 

第４ 河川管理者による水防のための活動への協力 

 １ 国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所長は、可能な範囲で仙台市が行う水防活動に次の協力を行う

  。 

  (１) 仙台市に対して、河川に関する情報（名取川・広瀬川の水位、河川管理施設の操作状況に関する情報）

の提供 

  (２) 重要水防箇所の合同点検の実施 

  (３) 仙台市が行う水防訓練等への参加 

  (４) 仙台市の備蓄資器材で不足するような緊急事態に際して、国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務

所の応急復旧資器材又は備蓄資器材の貸与 

(５) 仙台市の人材で不足するような緊急事態に際して、水防に関する情報又は資料を収集し、及び提供する

ための現地情報連絡員（リエゾン）の派遣 

(６) 水防活動の記録（大臣管理区間における河川巡視等による状況記録）及び広報 

２ 宮城県知事は，自らの業務等に照らし可能な範囲で，水防管理団体が行う水防のための活動に次の協力を行

う（河川法第２２条の２）。 

(１) 仙台市に対する河川に関する情報（広瀬川・七北田川・梅田川・砂押川の水位、河川管理施設の操作状

況に関する情報）の提供 

(２) 重要水防箇所の合同点検の実施 

(３) 仙台市が行う水防訓練等への参加 

(４) 仙台市の備蓄資器材で不足するような緊急事態に際して，宮城県の応急復旧資器材又は備蓄資器材の提

供又は貸与 

 ３ 国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所長及び宮城県知事から、仙台市への河川に関する情報の伝達

方法は以下のとおりとする。 

情報の種類 情報提供の時期 伝達方法 

水位 

 

非常時（出水時） 

 

電話、ＦＡＸ、電子メール、※ホットラ

イン、※リエゾン（派遣時）※は国のみ 

河川管理施設の操作

状況に関する情報 

仙台市から問い合わせがあった場合 電話、ＦＡＸ、電子メール 

 

水防活動の記録 仙台市から問い合わせがあった場合 電話、ＦＡＸ、電子メール 

  



 

 

第13章 費用負担及び公用負担  

第１ 費 用 負 担 

 １ 本市の水防に要する費用は、法第41条により本市が負担するものとする。ただし、次に掲げる場合に

おいては、水防管理者相互間において協議して定めるものとし、協議が成立しない場合は、知事にあっ

せんを申請するものとする。 

  ⑴ 法第23条の規定による応援のための費用 

  ⑵ 法第42条の規定により、著しく利益を受ける他の市町村の一部負担 

 ２ 国土交通大臣が行う特定緊急水防活動に要する費用は、法第43条の２により国の負担とする。 

第２ 人的公用負担               

 水防管理者又は消防局長は、水防のためやむを得ない必要があるときは、法第24条に基づき、居住者又は水防

の現場にある者を水防に従事させることができる。 

第３ 物的公用負担               

１ 水防管理者又は消防局長は、水防のため緊急の必要があるときは、法第28条の規定に基づき、水防の現場に

おいて次に掲げる権限を行使することができる。 

⑴ 必要な土地の一時使用 

⑵ 土石・竹木その他の資材の使用及び収用 

⑶ 車両その他の運搬用機器の使用 

⑷ 工作物その他の障害物の処分 

２ 公用負担の権限を行使する者は、水防管理者又は消防局長にあっては、その身分を示す証明書を、その他こ

れらの者の委任を受けた者にあっては次のような証明書を携行し、必要がある場合にはこれを提示するものと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     第   号       公 用 負 担 命 令 権 限 証 

 

                                 職  氏  名 

 

    上記の者に     区域における水防法第28条第１項の規定の権限行使を委任したことを 

   証明する。 

 

       平成  年  月  日 

 

                            仙台市長          印 
 



 

 

３ 公用負担の権限を行使するときは、次の公用負担命令書を目的物の所有者、管理者又はこれに準ずべき者に

交付してから、これをなすものとする。 

 ただし、災害の状況から公用負担命令書を交付するいとまがないときは、命令書を交付することなくこれを

なすことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第14章 水防実施状況報告 

 水防が終結したときは、消防署長は管内の状況を取りまとめ、別表第７（Ｐ58）の様式により、３日以内に水防

管理者（危機管理室減災推進課）に報告するものとする。水防管理者は、これを取りまとめ仙台土木事務所を経由

して５日以内に知事に報告するものとする。 

 

第15章 水防訓練  

 法第32条の２第１項の規定により出水期前に消防機関の水防訓練を行うものとする。 

 水防訓練の計画実施                    

 消防職員、消防団員の技術向上と、住民の水防に関する意識を普及涵養するため消防署、消防団においては、

危険箇所を選定し、実践的工法訓練又は図上訓練計画を樹立し、水防訓練を行うものとする。 

 

 

 
   第   号          公 用 負 担 命 令 書 

 

    目的物      種類                    員数 

    負担内容     使用         収用         処分 

 

     平成  年  月  日 

 

                          仙台市長             印 

                          事務取扱者            印 

 

             様 

 

                                       切  取  線 

 

   第   号          受 領 書 

 

      公用負担命令書 

 

    上記受領しました。 

 

     平成  年  月  日 

 

                          氏  名             印 

 

             様 

 
 



（東北地方整備局）

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

0.8 ＋ 70 藤塚・日辺 堤防高 3,918 積土のう工 閖上第二

5.0 ＋ 左岸 1 3,918 堰板工 名取橋

5.0 ＋ 日辺 堤防高 744 積土のう工 名取橋

5.4 ＋ 左岸 2 744 堰板工 

0.0 ＋ 藤塚・日辺 漏水 1,121 釜段工 閖上第二

2.4 ＋ 140 左岸 S3 0 月の輪工 名取橋

1.6 ＋ 0 日辺 堤防断面 567 シ－ト張工 名取橋

2.2 ＋ 100 左岸 4 0 木流し工

2.4 ＋ 140 日辺 漏水 800 釜段工 名取橋

3.3 ＋ 40 左岸 S5 0 月の輪工

3.3 ＋ 40 日辺 漏水 780 釜段工 名取橋

4.3 ＋ 20 左岸 S6 0 月の輪工

4.3 ＋ 20 日辺 漏水 1,220 釜段工 名取橋

5.4 ＋ 140 左岸 S7 378 月の輪工

2.6 ＋ 270 日辺 堤防断面 280 シ－ト張工 名取橋

2.8 ＋ 230 左岸 8 0 木流し工

3.2 ＋ 200 日辺 堤防断面 142 シ－ト張工 名取橋

3.4 ＋ 75 左岸 9 0 木流し工

3.8 + 95 日辺 堤防断面 368 シ－ト張工 名取橋

4.4 ＋ 55 左岸 10 0 木流し工

5.6 郡山 堤防高 1,240 積土のう工 名取橋

6.8 + 左岸 11 1,240 堰板工 

7.0 郡山 堤防高 419 積土のう工 名取橋

7.4 + 左岸 12 419 堰板工 

7.6 郡山 堤防高 245 積土のう工 名取橋 長町

7.8 + 左岸 13 245 堰板工 西多賀

8.0 郡山 堤防高 180 積土のう工 名取橋

8.2 + 左岸 14 180 堰板工 

6.8 ＋ 郡山 工作物 1 釜段工 名取橋

＋ 左岸 15 月の輪工

7.6 ＋ 150 郡山・富田 水衝洗掘 650 シ－ト張工 名取橋

8.4 ＋ 　 左岸 16 350 木流し工

7.8 ＋ 50 郡山 漏水 90 釜段工 名取橋

8.0 ＋ 左岸 17 0 月の輪工

8.6 ＋ 50 富田 漏水 340 釜段工 名取橋

9.0 ＋ 60 左岸 S18 340 月の輪工

8.6 ＋ 50 富田 漏水 135 釜段工 名取橋

8.8 ＋ 左岸 19 0 月の輪工

9.0 ＋ 富田 漏水 130 釜段工 名取橋

9.0 ＋ 130 左岸 20 70 月の輪工

10.2 ＋ 90 富田 漏水 170 釜段工 名取橋

10.4 ＋ 70 左岸 21 170 月の輪工

11.1 ＋ 富田 漏水 300 釜段工 名取橋

11.4 ＋ 左岸 S22 300 月の輪工

西多賀

河
川
名

平成２６年度評定
地区名
及び

左右岸名

重要水防箇所別調書
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（東北地方整備局）

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

0.0 － 0.8 閖上 堤防高 1,585 積土のう工 閖上第二
0.8  右岸 23 1,585 堰板工

0.8 閖上・中田 堤防高 190 積土のう工 閖上第二
1.0 右岸 24 190 堰板工 名取橋
1.2 ＋ 70 閖上・中田 堤防高 2,459 積土のう工 閖上第二 閖上
3.8 　 　 右岸 25 2,459 堰板工 名取橋 東中田
0.0 － 0.8 閖上・閖上（上） 堤防断面 2,290 シ－ト張工 閖上第二
1.8 右岸 26 1,585 木流し工 名取橋
0.0 - 0.04 閖上 工作物 1 釜段工 閖上第二
0.0 右岸 27 月の輪工
2.4 ＋ 閖上(上) 漏水 600 釜段工 名取橋
3.0 ＋ 右岸 S28 0 月の輪工
2.8 ＋ 40 閖上(上) 漏水 160 釜段工 名取橋
3.0 ＋ 右岸 29 0 月の輪工
6.0 ＋ 80 上河原・ 漏水 1,110 釜段工 名取橋 東中田
7.0 ＋ 180 中田　右岸 S30 1,110 月の輪工 中田
7.0 ＋ 180 上河原・ 漏水 820 釜段工 名取橋
8.0 中田　右岸 S31 820 月の輪工
8.0 上河原 漏水 780 釜段工 名取橋
8.6 ＋ 180 右岸 S32 780 月の輪工
4.8 中田 堤防高 1,647 積土のう工 名取橋 東中田
6.6 右岸 33 750 堰板工 中田
7.2 中田 堤防高 400 積土のう工 名取橋
7.4 右岸 34 400 堰板工

7.8 ＋ 130中田・上河原 漏水 220 釜段工 名取橋
8.0 ＋ 140 右岸 35 0 月の輪工

10.2 ＋ 110 熊野堂 漏水 1,230 釜段工 名取橋
11.4 ＋ 180 右岸 S36 1,230 月の輪工
10.2 ＋ 110 熊野堂 漏水 280 釜段工 名取橋
10.6 ＋ 右岸 37 0 月の輪工

重要水防箇所別調書
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（東北地方整備局）

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

0.0 若林 堤防高 1,396 積土のう工 広瀬橋
1.4 + 左岸 38 1,396 堰板工
1.6 ＋ 100 若林 漏水 280 釜段工 広瀬橋
1.9 ＋ 80 左岸 S39 280 月の輪工
2.0 70 若林 堤防高 170 積土のう工 広瀬橋
2.2 + 左岸 40 170 堰板工
1.9 ＋ 80 若林 漏水 1,370 釜段工 広瀬橋
3.2 ＋ 150 左岸 S41 1,370 月の輪工
1.8 ＋ 90 若林 漏水 90 釜段工 広瀬橋
2.0 ＋ 40 左岸 42 0 月の輪工
2.2 ＋ 9 若林 工作物 1 釜段工 広瀬橋

＋ 左岸 43 月の輪工
2.4 ＋ 140 若林 漏水 120 釜段工 広瀬橋
2.6 ＋ 70 左岸 44 0 月の輪工
2.6 ＋ 61 若林 工作物 1 釜段工 広瀬橋

＋ 左岸 45 月の輪工

3.4 若林 堤防高 296 積土のう工 広瀬橋 長町
3.6 + 左岸 46 296 堰板工 南材
0.0 ＋ 長町 漏水 2,110 釜段工 広瀬橋
2.3 ＋ 90 右岸 S47 2,110 月の輪工
2.3 ＋ 90 長町 漏水 710 釜段工 広瀬橋
3.1 ＋ 50 右岸 S48 710 月の輪工
0.0 ＋ 70 長町 堤防高 863 積土のう工 広瀬橋
1.0 ＋ 右岸 49 0 堰板工
0.4 ＋ 長町 漏水 350 釜段工 広瀬橋
0.8 ＋ 10 右岸 50 0 月の輪工
2.0 ＋ 65 長町 工作物 1 釜段工 広瀬橋

＋ 右岸 51 月の輪工
2.0 ＋ 長町 堤防高 200 積土のう工 広瀬橋
2.2 ＋ 右岸 52 200 堰板工
3.0 ＋ 長町 堤防高 671 積土のう工 広瀬橋
3.6 ＋ 右岸 53 671 堰板工

重要水防箇所別調書

広

瀬

川

東

北

地

方

整

備

局

　
仙

台

河

川

国

道

事

務

所

六郷

郡山

水防警報
対象
観測所

関連
市町村

出
張
所

堤防（ｍ） 工作物（箇所）
河
川
名

距 離 標
地区名
及び

左右岸名

評定種別
及び

図面番号

平成２６年度評定
対策水防
工法名



 

地　区　名
河　　川　　名 距　　離　　標 及　　　び 延　　　長 図面番号 水防警報対象観測所 担当分団 指導官所

左右岸別

0.0k 名取市閖上右岸
12.5k 名取市熊堂右岸
0.0k 仙台市日辺左岸
3.9k 仙台市若林左岸 　

広瀬川

名取川 11.60km 特１

3.30km 特２

《参考：特定の区間》

名取橋・広瀬橋 中田・東中田
東北地方整備局

仙台河川国道事務所
広瀬橋 六郷・南材



 

 

 

別表第１－２ 

 

重   要   水   防   箇  所 
                                            （ 宮 城 県 ） 
 

番 

号 
河川名       

右岸 

左岸別 
指定地名          

延  長 

（ﾒー ﾄﾙ） 
種      別 区分 対象水防工法             

担 当 

分 団 

指導 

官署 

1 広 瀬 川         左 岸 土    樋 300 洗      掘 Ｂ  捨て石工 

片 平 

宮 

城 

県 

仙 

台 

土 

木 

事 

務 

所 

2 〃 〃 米 ヶ 袋 450 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 

3 〃 〃 花    壇 300 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 

4 〃 右 岸 追    廻 600 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 

5 〃 左 岸 大    堀 600 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 川 前 

6 〃 左 岸 宮    沢 10 越     水 Ｂ 積土のう工 南 材 

7 〃 右 岸 越    路 10 越     水 Ｂ 積土のう工 八木山 

8 七北田川         左 岸 市 名 坂          140 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 市名坂 

9 梅 田 川         
左 岸 

右 岸 
苦   竹 200 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 東仙台 

10 〃 左 岸 原町五丁目          50 洗     掘 Ｂ  捨て石工 

原 町 11 〃 〃 〃 170 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 

12 〃 〃 原町四丁目          90 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 

13 〃 右 岸 梅 田 町          150 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 宮 町 

14 〃 〃 台原一丁目          90 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 小松島 

15 七北田川         左 岸 蒲生荒田          800 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 

港 16 〃 〃 蒲生西原          30 工 作 物            Ｂ  積土のう工 

17 〃 〃 白  鳥 200 洗     掘 Ｂ  捨て石工 

18 〃 〃 高砂二丁目 200 洗          掘 Ｂ  捨て石工 
高 砂 

19 〃 〃 福室二丁目 200 水     衝 Ｂ  木流し工 

20 〃 右 岸 岩切畑中          880 水     衝 Ｂ  木流し工 
岩 切 

21 〃 左 岸 岩切西河原          100 水     衝 Ｂ  木流し工 

22 北貞山運河 右 岸 種次藤塚          4,500 堤 防 高            Ｂ  積土のう工 六 郷 

23 名取川 左 岸 茂庭字人来田 800 堤 防 高            Ｂ 積土のう工 生 出 
 

 



 

  

別表第２ 

 

準   重   要   水   防   区   域 
                                           （ 仙 台 市 ）               

 

番号 河 川 名 
区   域 
から～まで 

延  長 
（メートル） 

重 要 地 点             担当分団 指 導 官 署             

１ 高野川両岸 
燕 沢 住 宅             
梅田川合流点             

2,800  燕沢住宅付近 1,500ｍ 
岩 切        
東仙台        

 仙台市建設局 
 河川課 

２ 
井土浦川         
両      岸 

二郷堀分水点             
貞山運河合流点 

3,000  六 郷        
 仙台市建設局 
 河川課 

３ 
貞山運河         
両      岸 

藤 塚             
蒲 生             

9,600 
 南丁 1～25     200ｍ 
 南丁 147～75    100ｍ 

六郷・ 
七郷・港 

 仙台土木事務所 

４ 二郷堀両岸 
二 郷 堀             
貞山運河合流点 

 900  二郷堀 100ｍ下流排水機場 六 郷        
七 郷        

 仙台市経済局 
 農林土木課 

５ 要害川両岸 
市名坂天神沢             
市 名 坂 野 蔵             

2,000 
 市名坂字小柳 
 高玉町 

市名坂        
七北田        

 仙台土木事務所 

６ 広瀬川左岸 
芋 沢 字 新 田             
芋 沢 字 大 堀             

 200  西仙台病院東側 川 前         仙台土木事務所 

 



  水防資機材及び水防工具類の配置状況

焼
番
線

鉄
線

署内 　署所及び水防倉庫 河川 所在地

12
㎜

６
㎜

フ

ロ
ー

ト

一
般

10
㎏
／
巻

10
㎏
／
巻

2.7
m

1.8
m

0.9
m

枚 枚 枚 玉 巻 巻 巻 本 本 枚 個 丁

本　署 200 500 30 16 2 3 2 70 120 24 2 45

国　見 15 39 10 8 2 2 4 30 6 3 4

片　平 200 140 10 2 1 4 8

小松島 8 40 5 1 3 20 30 2 5

荒　巻 10 25 2 2 3 5

本　署 12 370 195 22 1 1 5 3 100 140 22 4 60

高　砂 70 5 1 6 25

高砂水防倉庫（都市） － 高砂1丁目30-15 30 200 60 4 1 3 1 50 50 2 10

仙石水防倉庫 梅田川 仙石5-1 30 60 32 1 2 3 80 100 100 2 20

福田町水防倉庫 七北田川 福田町2丁目5-16 30 0 50 19 1 3 7 40 100 50 2 20

白鳥水防倉庫 七北田川 白鳥１丁目31-8 30 25 5 1 1 5 1 50 50 50 2 20

福室水防倉庫 七北田川 福室3丁目34 30 40 30 1 2 1 3 30 90 50 45 120 2 21

鶴巻水防倉庫 七北田川 鶴巻1丁目5-1 9 60 30 1 2 1 2 100 100 100 2 20

下岡田水防倉庫(都市） 岡田字在家65-21 15 200 60 1 3 50 50 2 5

岩　切 30 1 3 4

岩切水防倉庫 七北田川 岩切字三所南88-5 30 50 10 1 8 4 5 34 35 2 19

若宮水防倉庫 七北田川 岩切字若宮38-2 40 60 43 6 7 50 50 2 20

畑中水防倉庫 七北田川 岩切字水分64-37 27 50 1 4 50 10 57 45 2 20

余目水防倉庫 七北田川 岩切字鴻ノ巣164-2 30 50 20 1 2 1 3 100 100 2 20

鶴　谷 9 50 3 1 5

新田水防倉庫 梅田川 新田2丁目11-30 30 50 18 3 8 4 10 40 50 50 1 21

原　町 6 140 20 3 3 15

本　署 1 190 40 10 2 3 1 3 15 30 100 6 37

六丁の目水防倉庫(都市） － 六丁の目中町14-2 14 200 60 1 2 3 2 100 110 2 20

荒浜水防倉庫 貞山運河 荒浜字北丁26

二郷堀水防倉庫 貞山運河 荒浜字南官林14-30

河原町 5 110 20 8 1 4 1 3 11

河原町水防倉庫（都市） － 河原町1丁目-2-1 21 240 90 2 3 1 50 50 2 10

六　郷 12 50 4 1 1 3 19 19 2 10

六郷水防倉庫(都市） － 上飯田字天神105 24 185 100 1 3 50 50 2 10

日辺水防倉庫 名取川 日辺字田中1 55 70 28 3 15 4 1 60 80 3 20

今泉水防倉庫 名取川 今泉字上新田103 30 53 28 1 19 3 1 100 50 50 2 21

藤塚水防倉庫 名取川 藤塚字一本松42-4

井土浜水防倉庫 貞山運河 井土宅地47-2

本　署 1 30 2 7 3 50 90 100 2 28

富沢水防倉庫 木流掘・笊川 西多賀2丁目5-29 13 55 25 9 1 2 29 50 50 2 21

長　町 15 130 8 1 3 50 50 2 10

長町水防倉庫(都市） － 大野田字袋前14-1 30 200 90 4 1 1 3 1 25 25 2 10

郡山水防倉庫 広瀬川 郡山5丁目7-1 26 60 26 1 2 2 3 29 50 50 2 21

大野田水防倉庫 名取川 東大野田4-23 36 50 19 1 10 3 1 35 50 50 2 21

中　田 15 10 1 3 10

中田水防倉庫 名取川 中田4丁目14-5 64 100 58 1 21 8 4 140 140 4 42

落合水防倉庫 名取川 四郎丸字大宮26－10 30 60 33 1 2 2 5 20 79 45 50 2 21

八木山 300 30 3 3 45 18 2 7

秋　保 10 50 1 1 2 28 40 2 9

茂　庭 7 40 3 1 2 1 6 2 2 26 43 1 10

人来田水防倉庫 名取川 茂庭字人来田中15-3 18 20 2 1 30 20

本　署 31 160 37 3 4 2 2 2 2 100 71 452 170 22 78

八乙女 15 100 80 2 2 5 10 1 25

八乙女水防倉庫 七北田川 松森字沢目3-1 15 80 30 1 2 6 1 87 100 100 2 20

松　陵 20 40 4 1 1 4 16 42 2 20

松森水防倉庫 七北田川 市名坂字油田1-2 30 100 21 1 3 2 4 2 100 100 2 20

高　森 26 31 1 1 19 30 14 2 20

根白石 6 20 2 3 2 22

本　署 8 80 30 25 1 1 3 1 5 31 52 41 3 20

熊ヶ根 6 20 . 1 11 1 5

上愛子水防倉庫 広瀬川 上愛子字大道35-1 15 70 28 3 3 4 2 100 100 2 20

合計 52 水防倉庫数 27 1,720 3,184 2,659 642 23 132 13 4 43 205 50 50 823 112 2,362 2,917 577 119 1,011
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  水防資機材及び水防工具類の配置状況

署内 　署所及び水防倉庫 河川 所在地

本　署

国　見

片　平

小松島

荒　巻

本　署

高　砂

高砂水防倉庫（都市） － 高砂1丁目30-15

仙石水防倉庫 梅田川 仙石5-1

福田町水防倉庫 七北田川 福田町2丁目5-16

白鳥水防倉庫 七北田川 白鳥１丁目31-8

福室水防倉庫 七北田川 福室3丁目34

鶴巻水防倉庫 七北田川 鶴巻1丁目5-1

下岡田水防倉庫(都市） 岡田字在家65-21

岩　切

岩切水防倉庫 七北田川 岩切字三所南88-5

若宮水防倉庫 七北田川 岩切字若宮38-2

畑中水防倉庫 七北田川 岩切字水分64-37

余目水防倉庫 七北田川 岩切字鴻ノ巣164-2

鶴　谷

新田水防倉庫 梅田川 新田2丁目11-30

原　町

本　署

六丁の目水防倉庫(都市） － 六丁の目中町14-2

荒浜水防倉庫 貞山運河 荒浜字北丁26

二郷堀水防倉庫 貞山運河 荒浜字南官林14-30

河原町

河原町水防倉庫（都市） － 河原町1丁目-2-1

六　郷

六郷水防倉庫(都市） － 上飯田字天神105

日辺水防倉庫 名取川 日辺字田中1

今泉水防倉庫 名取川 今泉字上新田103

藤塚水防倉庫 名取川 藤塚字一本松42-4

井土浜水防倉庫 貞山運河 井土宅地47-2

本　署

富沢水防倉庫 木流掘・笊川 西多賀2丁目5-29

長　町

長町水防倉庫(都市） － 大野田字袋前14-1

郡山水防倉庫 広瀬川 郡山5丁目7-1

大野田水防倉庫 名取川 東大野田4-23

中　田

中田水防倉庫 名取川 中田4丁目14-5

落合水防倉庫 名取川 四郎丸字大宮26－10

八木山

秋　保

茂　庭

人来田水防倉庫 名取川 茂庭字人来田中15-3

本　署

八乙女

八乙女水防倉庫 七北田川 松森字沢目3-1

松　陵

松森水防倉庫 七北田川 市名坂字油田1-2

高　森

根白石

本　署

熊ヶ根

上愛子水防倉庫 広瀬川 上愛子字大道35-1

合計 52 水防倉庫数 27
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平成26年4月１日現在

丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 丁 本 個 台 艇 艇 機 着 個

2 24 10 2 2 13 6 8 7 1 8 5 1 1 36 5

3 2 2 5 2 1 2 1 4 16 1

7 2 6 1 1 1 1 1 26 1

1 1 5 1 1 2 1 1 7 1

9 2 3 6 2 2 1 2 2 14 1

2 7 1 4 8 4 2 8 5 1 5 0 1 1 48 1

6 6 7 1 1 5 2 2 2 19 2

3 5 3 2 1 5 3 2 1 1 1 1 23 1

5 5 3 2 5 5 5 5 5 5 2 1 2 2 1 1 20 1

5 5 1 5 6 7 8 5 9 10 7 1 1 2 2 1 1 10

5 5 1 5 5 5 5 5 5 5 1 1 2 1 1 20 1

5 5 1 5 5 5 5 5 5 6 1 1 2 2 1 1 10 1

5 5 1 5 5 5 5 5 5 6 1 2 2 2 1 1 10 1

3 2 5 2 1 1

1 1 3 1 1

7 7 1 5 6 9 6 6 6 5 7 1 1 2 2 1 12

5 5 1 5 6 7 6 6 5 3 7 1 1 2 2 1 1 10 1

5 5 1 5 5 5 5 5 5 6 1 1 2 2 1 1 10 1

5 5 1 5 5 5 5 5 5 6 2 1 2 2 1 1 10 1

3 1 1 1 4 1 1 1 12

5 5 1 4 6 7 6 5 4 10 7 1 1 3 2 8 1

2 8 1 1 1 1 2 1 12 1

6 8 1 3 5 5 1 4 5 3 2 3 1 1 48 1

5 3 1 2 5 5 5 5 5 7 2 1 2 1

5 1 1 2 1 2 4 2 29 2

3 2 1 1 4 1 1 5 1

6 3 3 1 3 2 1 3 1

3 2 5 2 1 2 1 1 1 15 1

5 5 2 5 5 6 6 6 5 5 3 2 1 2 1 1 18 1

10 5 1 5 6 7 7 5 5 4 8 1 1 2 2 1 1 1 14 1

3 11 2 6 6 9 3 4 9 2 2 4 1 1 53 9

5 5 1 5 6 5 6 5 11 7 7 1 1 2 2 4

1 3 1 4 2 2 1 1 2 1 1 1 12

3 2 2 1 2 1 13 2

5 5 1 5 4 6 6 5 10 7 1 1 1 2 10

5 5 1 5 6 5 5 5 4 2 7 1 2 2 2 10

1 5 1 6 2 3 1 1 1 1 15 1

8 10 4 7 11 10 11 9 9 10 10 3 2 4 2 1 1 20 1

5 5 1 5 5 5 5 5 5 6 1 1 2 2 1 1 10 1

1 3 1 6 2 2 1 1 1 1 9 1

1 1 1 4 3 2 1 1 1 1 11

2 2 1 2 1 6 2 2 2 2 1 2 1 11 1

5 5 5 5 2 5 2 2 1 10

8 13 8 5 11 26 3 2 12 5 7 3 3 1 1 58 5

10 7 8 3 13 1 1 11 16 3 4 3 1 1 39 1

5 5 1 5 5 5 5 5 5 6 1 2 2 2 1 1 10 1

2 3 2 2 3 2 2 3 2 1 1 1 4 2 17 1

5 5 3 4 5 5 5 5 5 6 2 1 2 2 6

5 6 1 1 2 5 5 2 5 1 5 1 2 1 17 1

5 5 1 2 5 5 1 1 5 1 1 1 9 1

7 6 5 2 2 6 14 1 4 7 4 1 2 2 1 1 1 53 4

5 3 1 1 1 5 5 1 3 1 1 3 21 2

5 5 3 2 5 5 5 5 5 6 2 1 2 2 6

190 267 93 137 134 194 307 138 188 61 221 113 58 106 93 23 9 22 889 62
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（１） 有線系統図 

宮城野消防署 

若林 消防署 

太白 消防署 

泉  消防署 

宮城 消防署 

高砂分署 

河原町分署 

八乙女分署 

１７出張所 

救急ステー 

ション 

 塩釜消防本部 病院 石油コンビナート 

(第一種事業所) 

東北自動車道 

仙台空港等 

 気象台 

市民からの通報 
一般加入電話 

IP電話 

携帯・自動車電話 

PHS 

遠隔移報システム 

緊急通報システム 

メール１１９番 

聴覚障害者FAX 

駆込電話 

市役所 

国土交通省 

（平成２６年４月１日現在） 

災害案内ダイヤル 

災害情報提供システム 

(杜の都防災メール） 

各区役所 

ガス局、水道局 

交通局、東北電力 

報道機関 

消防団出場指令 

システム 

指令回線 
(音声・データ) 

（凡例） 

連絡用専用線 

情報通信用回線 

119転送回線 

宮城県 
１１９番 

宮城県警 

災害対策本部 

(青葉区役所) 

仙台市消防局 

青葉消防署 

消防航空隊 

別表第４ 
消防機関の通信系統 



署・分署・出張所 

救急ステーション 

150MHz帯 

若林署 

150MHz帯 

消防航空隊 

130MHz帯 

加茂前進基地局 

150MHz帯 熊ヶ根前進基地局 

150MHz帯 

（２） 無線系統図 

（平成２６年４月１日現在） 

消防車 

消防車 

150MHz帯 

救急車 

150MHz帯 

無線情報車 

150MHz帯 

隊員 

150MHz帯 

400MHz帯 

 

消防ヘリコプター 

130MHz帯 

150MHz帯 

 

受令器 

幹部職・団員 

150MHz帯 

津波情報伝達システム 

仙台市消防局 

150MHz帯 

秋保前進基地局 

150MHz帯 

太白前進基地局 

150MHz帯 

住友生命 

仙台中央ビル 

前進基地局 

150MHz帯 

ヘリテレ 

15GHz帯 

 



（３） 映像伝送システム系統図 

災害対策本部 

（青葉区役所） 

仙台市消防局 

無線情報車 

通信衛星 

スーパーバードB2 

高所監視カメラ 

（地上高72.3m） 

NTTコミュニケーションズ 

仙台榴ヶ岡ビル 

災害現場 

（平成２６年４月１日現在） 

光ファイバー等 

無線等 

（凡例） 

（ヘリテレ電送 

   システム） 

（静止画 

 伝送装置） 

（補助静止画 

  伝送装置） 

（衛星地球局） 

消防庁 

都道府県 

消防本部 

宮城県庁 

宮城県警 

国土交通省 ６消防署 

 

消防ヘリコプター 

危機管理室 

（仙台市役所） 

各区役所 



型

910
JR東日本（仙台駅）

型
遠
遠
F
携

宮城消防署
162#1
163

車

型

157 携
158#1 遠

青葉消防署

宮城野消防署

若林消防署

携
遠
携

泉消防署

太白消防署

遠
遠
遠
携

遠

153 携
154#1 遠

710#3
711,712

726～746

番号 型
仙台人まち交流財団 907

SRGタカミヤスポーツあすと長町 909

交通
ガス
病院

902
903
904

携
160#1 遠

遠

番号

156#1

総務課
総務課
総務課
総務課

設置場所

155 携

企
業
局

ゼビオアリーナ仙台

番号 型消
防
局

消防情報センター
情報収集室

150#1
150#2

遠
遠

650～693
750～797

半

350～398
450～481・483

青葉区
宮城野区
若林区
太白区
泉区

半
携
車
半
携

280
281
283,284

550～570

426～440

320#1 420#1 520#1 620#1 720#1

消
防
署

159

161

設置場所

211～213 半
263 携
214 半
215 半
580 半

286,287
282
285

半 型
152#1 遠 水道

526～540 626～640326～340

半

局 課 番号
901

総
合
支
所

地区 課等 番号 型

まちづくり
推進課

公園課

公用車

宮城

秋保

総務課
410#3

携
車
遠
F
携
遠
携
車

800#2
803,804
805～811
820#1
820#4

建設課

公用車

800#1
800#4
801,802

821,822
820#2
823,824
825～830

遠
F
携
遠

400#1 500#1 600#1 700#1
400#2
400#4
401,402

部 課

泉区 109

泉

公用車

保健福祉
センター

建設部

区民部

区民生活課

公園課
道路課

街並み形成課

災害対策本部

管理課

300#1
300#2
300#4
301,302
310#1
310#2

410#1
410#2

700#2

携
239 携
244 携

245

車

172
携帯機６ 175
携帯機９ 178

携帯機１ 170 携帯機２
携帯機４ 173 携帯機５
携帯機７ 176 携帯機８
携帯機10 179 携帯機11

310#3
311,312

510#1
510#2 710#2

600#2
600#4
601,602
610#1
610#2
610#3
611,612

510#3
511,512

700#4
701,702
710#1

500#2
500#4
501,502

411,412

移動局

番号 型

171
174
177

携帯機３
災害情報センター携帯型無線装置

180

区
役
所

青葉 宮城野 若林 太白

青葉区 105
若林区 107

宮城野区 106
太白区 108

災害情報センター
区情報連絡員席

101

携

151 車

222 携
120～123 車

設置場所

232 携
233～235 車
238 携

225 携
228 携

車246～248

携

240,241

                                            仙台市防災行政用無線（デジタル移動通信系）配置表  1/2

総務

危機
管理
室.

局等

危機管理課

減災推進課

課 番号
200

庶務課 203 遠

201 遠

104 半

秘書課

　簡易統制局
　統制台FAX
　災害情報センター

基地局（権現森山・芋峠・大八山）

220 携
221

市長連絡用
携

副市長連絡用

252253 携
257,258 車

270 半 271～278

　F：FAX

　携：携帯型無線装置

　車：車載型無線装置

【凡例】

　半:半固定型無線装置

　遠：遠隔制御装置

市
幹
部

指
定
避
難
所

建設

建
設
局

学校施設課
鶴ヶ谷特別支援学校

陸上自衛隊

河川課

202 遠

統制局　100
（統制台：災害情報センター）

型
F

102
103

下水道管理センター

遠

遠

都市
整備

建築指導課

開発調整課

206

207

道路管理課

下水調整課

208

209

遠

遠
259,260

健康
福祉

環境

経済
農政企画課

農業振興課

環境対策課 半

半

総務課
保健医療課

204
210

遠
遠

205

231

仙台オープン病院 915
東北大学病院

設置場所等
市長宅

半副市長宅
危機管理監宅

925
東北労災病院 926

仙台医療センター

912
NTT東日本 913
東北電力 914

JX日航日石エレルギー 916

番号 型設置場所

津

波

避

難

ビ

ル

・

施

設

半

仙台赤十字病院 929

半

災
害
拠
点
病
院

キリンビール 912
横浜冷凍 913

日鐵住金建材 914

927
東北薬科大病院 928

防
災
関
係
機
関

設置場所 番号 型
911

半
JR東日本

905
仙台市急患センター 921

仙台市社会福祉協議会 922
仙台市障害者福祉協会 923

仙台市医師会 924
仙台国際センター 906

災
害
時
協
力
機
関

半

設置場所 番号 型
仙台冷蔵倉庫 911

教
育
局

携

251 携
256 携
254 携

南蒲生浄化センター

設備管理センター

郡山監視センター
広瀬川浄化センター

教職員課

教育指導課



若林区 857～862
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移動局

番号 型 設置場所 番号 型

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

943～955 半

若林区 956～964 半

太白区 965～982 半

泉区 983～999 半

地区 番号 型

青葉区
889～899
940～942

半

宮城野区

【凡例】

　半:半固定型無線装置

　遠：遠隔制御装置

　F：FAX

　携：携帯型無線装置

　車：車載型無線装置

福祉避難所
040～088
490～499
581～599

半市
民
セ
ン
タ
ー

半

太白区 863～876 半

泉区 877～888 半

地区

青葉区 831～847 半

宮城野区 848～856 半



出　力

せんだいぼうさい 1 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 2 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 3 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 4 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 5 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 6 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 7 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 8 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 9 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 10 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 11 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 12 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 13 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 14 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 15 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 16 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 17 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 18 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 19 5W ＊防災相互通信波対応

せんだいぼうさい 20 5W ＊防災相互通信波対応

仙台市防災行政用無線　全市移動系配置表(平成26年4月1日現在）

呼出名称

基地局

合　計

陸上移動局（携帯型）

1局（5Ｗ）

20局（5Ｗ）

21局

 

基地局 
（青葉区役所災害情報センター） 

 
ぼうさいせんだい 

 
 

153.77MHｚ 
 

158.35MHｚ 

（防災相互通信波） 



 

 

   別表第６ 

出動及び水防作業（消防機関の出動）                                                
 
 

河 川 名 
区       域 

から～まで（メートル） 
担 当 消 防 署                     担 当 消 防 団                     

名 取 川 左 岸             
 広瀬川合流点   5,550 
 河    口 

 
 
 
 
 
 若 林 
 
 
 
 
 
 消防署 
 

 
若 林 本 署                 

 
 

六 郷 出 張 所                 
 

 
 
 
 
 
 若 林 
 
 
 
 
 
 消防団 
 

 
六 郷 分 団                 

 

広 瀬 川 左 岸             
若林七丁目・沖野四丁目境

  
名取川合流点  1,500 

井土浦川両岸             
 二郷堀分水点  3,000 
 貞山運河合流点 

貞山運河両岸             
 名取川合流点  4,000 
 六郷・七郷境(二郷堀合流点) 

〃 
六郷・七郷境(二郷堀合流点) 
 若林・宮城野区境2,600 

若 林 本 署                 七 郷 分 団                 

広 瀬 川 左 岸             
 宮 沢 橋     2,600 
六郷境（中河原排水樋管） 

河 原 町 分 署 南 材 分 団                 

名 取 川 左 岸             
 頭 首 工             2,520 
富沢字松山・大野田字河島境 

    
太 白 

 
 
 
 
 
 

消防署 
 

 
太 白 本 署                 

 

 
太 白 

 
 
 
 
 
 

消防団 
 

西 多 賀 分 団                 

〃 
富沢字松山・大野田字河島境 
 東 北 本 線               1,230 

長 町 出 張 所 

長 町 分 団                 

〃 
 東 北 本 線             2,000 
 広瀬川合流点 

郡 山 分 団                 

名 取 川 右 岸             
 名取市高館熊野堂・仙台市太白区柳生字稲荷     
 名 取 大 橋            5,000  

中 田 出 張 所                 
 

中 田 分 団                 

〃 
 名 取 大 橋             3,500 
名取市閖上・仙台市太白区四郎丸字新川境 

東 中 田 分 団                 

広 瀬 川 右 岸             
 向山一丁目   1,700 
 越路・根岸境 

八 木 山 出 張 所                 八 木 山 分 団                 

〃 
 越路・根岸境   850 
 根岸・長町1丁目境 

 
 太 白 本 署                 
 

長 町 分 団                 

〃 
根岸・長町1丁目境3,850 
 名取川合流点 

長 町 出 張 所 郡 山 分 団                 

笊 川 右 岸             
 木流堀合流点  2,500 
 名取川合流点 

太 白 本 署                 
 

西 多 賀 分 団                 
 

笊 川 左 岸             
 木流堀合流点  1,500 
 市営地下鉄線 

〃 
 市営地下鉄線  1,000 
 名取川合流点 

長 町 出 張 所 

長 町 分 団                 

旧 笊 川 両 岸             
 市営地下鉄線  2,000 
 東 北 本 線           

〃 
 東 北 本 線            2,500 
 名取川合流点 

郡 山 分 団                 

 



 

 

 
 

河 川 名 
区       域 

から～まで（メートル） 
担 当 消 防 署                     担 当 消 防 団                     

名取川左岸 茂庭字人来田地区  800 
太白 

消防署 
茂 庭 出 張 所 

太白 

消防団 
生 出 分 団 

七北田川左岸             
 泉    境  3,150 
 多賀城市境           

 
 
 
 
 
 
 
 
 宮城野 
 
 
 
 
 
 消防署 
 

 
岩 切 出 張 所                 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 宮城野 
 
 
 
 
 
 消防団 
 

 
岩 切 分 団                 

 
七北田川右岸             

 泉    境  4,000 
 高 砂 境           

七北田川左岸             
 多賀城市境            2,310 
 港境（高砂大橋）  

高 砂 分 署                 
 

 
高 砂 分 団                 

 
七北田川右岸             

 岩 切 境            3,820 
 港境（高砂大橋） 

七北田川両岸             
 高砂境（高砂大橋） 
 河    口  6,270 

高 砂 分 署                 港 分 団                 

梅 田 川 両 岸             
 東 北 本 線            3,000 
 宮 城 野 境           

原 町 出 張 所                 
原 町 分 団                 
東 仙 台 分 団                 

〃 
 原 町 境            3,800 
 七北田川合流点 

宮 城 野 本 署                 
宮 城 野 分 団                 
高 砂 分 団                 

貞山運河両岸             
 若林・宮城野区境3,000 
 蒲 生           

高 砂 分 署                 港 分 団                 

梅 田 川 両 岸             
 荒 巻 本 沢             4,100 
 東 北 本 線           

 
 
 青 葉 
 
 
 消防署 
 

青 葉 本 署                 

 
 
 青 葉 
 
 
 消防団 
 

荒 巻 東 分 団                 
宮 町 分 団                 

広 瀬 川 両 岸             
 賢 淵            4,100 
 仲 の 瀬 橋           

八 幡 分 団                 
片 平 分 団                 

〃 
 評 定 河 原              900 
 米 ケ 袋           

片 平 分 団                 

七北田川左岸             
 七 北 田 橋             1,100 
 要害川合流点 

 
 
  泉 
 
 消防署 
 

泉 本 署                 
 
 
  泉 
 
 消防団 
 

市 名 坂 分 団                 

〃 
 要害川合流点  1,900 
 岩 切 境           

松 陵 出 張 所                 松 森 分 団                 

七北田川右岸             
 七 北 田 橋            3,000 
 岩 切 境           

八 乙 女 分 署 八 乙 女 分 団                 

広 瀬 川 左 岸             
芋沢字新田             1,200 

 芋沢字大堀           宮 城 
 

消防署 

 
宮 城 本 署                 

 

宮 城 
 

消防団 

川 前 分 団 

広 瀬 川 左 岸             
 芋沢字大竹新田下 700 
 合流点    芋 沢 分 団 

  

※ 消防署員及び消防団員は、それぞれ「仙台市消防局非常配備基準」（資料４－１Ｐ66～69）「消防団の消防

活動に関する要綱」（資料４－２Ｐ70～71）に規定する消防署員及び消防団員の水防に係る非常配備発令、

非常配備発令に伴う配備態勢及び活動態勢、非常配備態勢時の情報収集及び処理態勢に従って、出動及び水

防作業を行うものとする。 



 

 

 別表第７ 

水防活動実施報告                          

 

                                     団体名  

 
 

実 施 箇 所                  水 防 

活 動 

延人員 

水 防 

活 動 

費 (A) 

使用（消費）資材費 
合    計 

(A＋B) 

水防活動 

を実施       
した月日 

備    考  河川名 
 

 場所 
 

 箇所 
 数 
 

 延長 
 

 水防 
 工法 
 

 主 要 
 資 材 
 

 その他 
 資器材 
 

 小計 (B) 
 

 記載例 

 ○○川 

  右岸 

  左岸 

 

 

 市字 

 地内 

 

 

   2 

 

 

  50m 

 

 

 くい 

 打積 

 土俵 

 

 

  60人 

 

   円 

 75,000 

 

   円 

 90,000 

 

   円 

 50,000 

 

    円 

  140,000 

 

     円 

   215,000 

 

 

  月 日 

  ～ 

  月 日 

 

 

 （台風○ 

  号） 

 水防に成功 

 
             

 
 

 合計 

 

           

  （注） 

１ 水防活動費は、人件費、燃料費、雑費等の計で使用資材費は含まないものとする。 

２ 使用資材費のうち、主要資材は、かます、布袋類、畳、むしろ、なわ、竹、生木、丸太、くい、板類、鉄線、 

くぎ、かすがい、蛇籠及び置石とし、上記以外の資器材は、その他の資器材に記載すること。 

３ 用紙は、Ａ４判横書きとすること。 

４ 水防活動費（Ａ）の内訳を次に記載すること。 
 

  実施箇所          

 

  機械等借料            

 

  食 糧 費 

 

  出動手当等            

 

  そ の 他          

 

    計 

 
      

     計 

 

     

 



 

 

 資料１ 

仙 台市 水防 協議 会条例                                  

                                          昭和25年７月１日 

                                          仙台市条例第30号 

（設置等） 

第１条 水防法（昭和24年法律第193号）第３４条第１項の規定に基づき、本市に仙台市水防協議会（以下「協議

会」という。）を置く。 

第２条 協議会に関しては、水防法に定めるもののほか、この条例の定めるところによる。 

（組織） 

第３条 協議会は、次の者をもって組織する。 

⑴ 会 長  １人 

⑵ 副会長  ２人 

⑶ 委 員  若干人 

第４条 会長は、水防管理者をもって充てる。 

２ 副会長及び委員（第６条及び第８条において「委員等」という。）は、関係行政機関の職員並びに水防に関

係のある団体の代表者及び学識経験のある者のうちから水防管理者が命じ、又は委嘱する。 

（会長） 

第５条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

２ 会長に事故があるときは、会長の指名する副会長がその職務を代理する。 

（任期） 

第６条 関係行政機関の職員たる委員等の任期は、当該職にある期間とし、その他の委員等の任期は、２年とす

る。ただし、補欠の委員等の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 水防管理者において必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず、その任期中においてこれを免じ、

又は解嘱することができる。 

（会議） 

第７条 会長は、会議を招集し、その議長となる。 

第８条 会議は、委員等の２分の１以上が出席しなければ開くことができない。 

２ 会議の議事は、出席した委員等の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（幹事及び書記） 

第９条 協議会に幹事及び書記各々若干人を置き、会長がこれを命じ、若しくは委嘱し、又は免じ、若しくは解

嘱する。 

２ 幹事は、会長の命を受け、庶務を処理する。 

３ 書記は、上司の命を受け、庶務に従事する。 

（費用弁償） 

第10条 会長、副会長、委員、幹事又は書記に対しては、費用を弁償することができる。 

（委任） 

第11条 この条例の施行について必要な事項は、市長が定める。 



 

 

   附 則 

 この条例は、昭和25年７月１日から施行する。 

附 則（平成17年10月７日改正） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成24年３月16日改正） 

この条例は、公布の日から施行する。 



資料２

役 職 職 名 等 氏　名

会 長  仙台市長 奥山　恵美子

副会長  仙台市副市長 藤本　　章

副会長    〃　危機管理監 加藤　俊憲

委 員  仙台市議会議員 伊藤　新治郎

委 員 　　 〃 渡辺　　博

委 員  仙台管区気象台 気象防災部長 韮澤　　浩

委 員  東北運輸局総務部長 吉田　　豊

委 員  東日本電信電話株式会社 宮城事業部設備部長 芳賀　一夫

委 員  東北地方整備局仙台河川国道事務所長 牧　　哲史

委 員  　　　〃　　　釜房ダム管理所長 武田　節朗

委 員  宮城県仙台土木事務所長 鷲巣　俊之

委 員  　〃　仙台地方ダム総合事務所長 髙橋　雄治

委 員  宮城県警察仙台市警察部長 大原　光博

委 員  公益財団法人宮城県消防協会仙台地区支部長 福來　　隆

委 員  仙台市婦人防火クラブ連絡協議会会長 八木　彌生

委 員  　〃　経済局長 氏家　道也

委 員  　〃　都市整備局長 小島　博仁

委 員  　〃　建設局長 吉川　誠一

委 員  　〃　青葉区長 木村　　智

委 員  　〃　宮城野区長 境　　洋文

委 員  　〃　若林区長 髙橋　新悦

委 員  　〃　太白区長 庄司　克茂

委 員  　〃　泉区長 小山　　京

委 員  　〃　消防局長 栗村　　渉

仙台市水防協議会委員等名簿



役 職 職 名 等 氏　名

幹 事  仙台管区気象台気象防災部予報課長 渡辺　真二

幹 事  東北地方整備局仙台河川国道事務所河川管理課長 松芳　健一

幹 事  宮城県仙台土木事務所技術次長（河川砂防第一班長） 金野　昌弘

幹 事  　〃　仙台土木事務所技術次長（河川砂防第二班長） 星　　伸彦

幹 事  　〃　警察本部警備部警備課災害対策室長 千葉　　稔

幹 事  仙台市青葉消防団長 奥山　政弘

幹 事  　〃　若林消防団長 小林　正一

幹 事  　〃　太白消防団長 八島　信夫

幹 事  　〃　泉消防団長 今野　信一

幹 事  　〃　宮城消防団長 加藤　　稔

幹 事  　〃　秋保消防団長 柴田　祐一

幹 事  仙台市経済局農林部農政企画課長 菊池　佳久

幹 事  　〃　　〃　　〃　農林土木課長 吉田　与一

幹 事  　〃　都市整備局住環境部開発調整課長 伊藤　　眞

幹 事 　 〃　建設局百年の杜推進部河川課長 安田　敏弘

幹 事  　〃　　〃　下水道事業部下水道調整課長 工藤　将貴

幹 事  　〃　　〃　　   〃　   下水道北管理センター所長 杉ノ目　澄雄

幹 事  　〃　　〃　　   〃　   下水道南管理センター所長 増子　浩規

幹 事  　〃　青葉区区民部区民生活課長 中野　泰宏

幹 事  　〃　宮城野区区民部区民生活課長 長田　広幸

幹 事  　〃　若林区区民部区民生活課長 高橋　　泰

幹 事  　〃　太白区区民部区民生活課長 松木　信幸

幹 事  　〃　泉区区民部区民生活課長 櫻井　　浩

幹 事  　〃　消防局次長 髙橋　正之

幹 事  　〃　　〃　警防部長 八巻　正之

幹 事  　〃　青葉消防署長 氏家　　勝

幹 事  　〃　宮城野消防署長 加藤　俊明

幹 事  　〃　若林消防署長 車塚　和彦

幹 事  　〃　太白消防署長 山口　久良

幹 事  　〃　泉消防署長 小野　　司

幹 事  　〃　宮城消防署長 菅原　義美

幹 事  　〃　消防局警防部警防課長 花海　秀樹

幹 事  　〃　　〃　　〃　指令課長 水野　宗彦

幹 事  　〃　危機管理室長 佐々木　英夫

幹 事  　〃　　　〃　　参事 平　　久大

幹 事  　〃　　　〃　　危機管理課長 田脇　正一

幹 事  　〃　　　〃　　防災都市推進課長 明田　大吾

幹 事  　〃　　　〃　　減災推進課長 吉川　勝元



 

 

     資料３－１ 

重要水防箇所評定基準                            
                                                  （東北地方整備局） 

 
種 別 

 

重 要 度                             
  要 注 意 区 間                
 Ａ  水防上最も重要な区間                     Ｂ  水 防 上 重 要な 区間                     

堤  防  高 
(流下能力) 

計画高水流量規模の洪水の水位（高 
潮区間の堤防にあっては計画高潮位）
が現況の堤防高を越える箇所。 

計画高水流量規模の洪水の水位（高 
潮区間の堤防にあっては計画高潮位） 
と現況の堤防高との差が堤防の計画余 
裕高に満たない箇所。 

 

堤防断面 

現況の堤防断面あるいは天端幅が、 
計画の堤防断面あるいは計画の天端幅
の２分の１未満の箇所。 

現況の堤防断面あるいは天端幅が、
計画の堤防断面あるいは計画の天端幅 
に対して不足しているが、それぞれ２ 
分の１以上確保されている箇所。 

 

法崩れ 
・すべり 

法崩れ又はすべりの実績があるが、
その対策が未施工の箇所。 

法崩れ又はすべりの実績があるが、 
その対策が暫定施工の箇所。 
法崩れ又はすべりの実績はないが、

堤体あるいは基礎地盤の土質、法勾配
等からみて法崩れ又はすべりが発生す
るおそれのある箇所で、所要の対策が 
未施工の箇所。 

 

漏  水 

漏水の履歴があるが、その対策が未 
施工の箇所。 

漏水の履歴があり、その対策が暫定 
施工の箇所。 
漏水の履歴はないが、破堤跡又は

旧川跡の堤防であること、あるいは
基礎地盤及び堤体の土質等からみ
て、漏水が発生するおそれがある箇
所で、所要の対策が未施工の箇所。 

 

水衝・洗掘 

水衝部にある堤防の前面の河床が深 
掘れしているがその対策が未施工の箇 
所。 
橋台取り付け部やその他の工作物の 

突出箇所で、堤防護岸の根固め等が洗
われ一部破損しているが、その対策が
未施工の箇所。波浪による河岸の決壊
等の危険に瀕 した実績があるが、その
対策が未施工の箇所。 

水衝部にある堤防の前面の河床が深
掘れにならない程度に洗掘されている
が、その対策が未施工の箇所。 

 
 

工 作 物 

河川管理施設等応急対策基準に基づ
く改善措置が必要な堰、橋梁、樋管そ
の他の工作物の設置されている箇所。
 橋梁その他の河川横断工作物の桁下
高等が計画高水流量規模の洪水の水位
（高潮区間の堤防にあっては計画高潮
位）以下となる箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁下
高等と計画高水流量規模の洪水の水位 
（高潮区間の堤防にあっては計画高潮 
位）との差が堤防の計画余裕高に満た 
ない箇所。 

 

工事施工 

  出水期間中に堤防を開
削する工事箇所又は仮締
切り等により本堤に影響
を及ぼす箇所。 

新堤防 

・破堤跡 

・旧川跡 

  新堤防で築造後３年以
内の箇所。 
破堤跡又は旧川跡の箇

所。 

陸 閘 
  陸閘が設置されている

箇所。 

特定区間 

  風水害発生時におけ
る内閣としての初動措
置始動の基準となって
いる「破堤により甚大
な被害が予想される河
川」で内閣危機管理監
が定めた区間。 

 
 



 

 

資料３－２ 
重要水防箇所評定基準                              〔河川〕             

                                          （宮 城 県） 

 
種 別 

 

重 要 度                             
  要 注 意 区 間                
 Ａ  水防上最も重要な区間                     Ｂ  水 防 上 重 要な 区間                     

堤  防  高 
(流下能力) 

計画高水流量規模の洪水の水位
(高潮区間の堤防にあっては計画高
潮位）が現況の堤防高を越える箇
所。 
既往洪水流量（２～３年に１回程

度）の水位が現況の堤防高を越え、
度々氾濫の実績がある箇所。 

計画高水流量規模の洪水の水位（高
潮区間の堤防にあっては計画高潮位）
と現況の堤防高との差が堤防の計画余 
裕高に満たない箇所。 
既往洪水流量（２～３年に１回程

度）の水位が現況の堤防高に比して若
干堤防余裕高はあるが氾濫の実績もあ
り危険な箇所。 

 

堤防断面 

現況の堤防断面あるいは天端幅
が、計画の堤防断面あるいは計画の
天端幅の２分の１未満の箇所。 
  一連の堤防のうち、堤防断面

あるいは天端幅が上下流に比して２
分の１未満の箇所。 

現況の堤防断面あるいは天端幅
が、計画の堤防断面あるいは計画の
天端幅に対して不足しているが、そ
れぞれ２分の１以上確保されている
箇所。 
一連の堤防のうち堤防断面あるい

は天端幅が上下流に比して２分の１
以上確保されているが３分の２に満
たない箇所。 

 

法崩れ 
・すべり 
・沈  下 

法崩れ、すべり、沈下の実績があ
るが、その対策が未施工の箇所。 

法崩れ、すべり、沈下の実績があ
るが、その対策が暫定施工の箇所。 
法崩れ、すべり、沈下の実績はな

いが、堤体あるいは基礎地盤の土
質、法勾配等からみて法崩れ、すべ
り、沈下が発生するおそれのある箇
所で、所要の対策が未施工の箇所。 

 

漏  水 

漏水の履歴があるが、その対策が
未施工の箇所。 

漏水の履歴があり、その対策が暫
定施工の箇所。 
漏水の履歴はないが、破堤跡又は

旧河川の堤防等で、漏水が発生する
おそれがある箇所で，所要の対策が
未施工の箇所。 

 

水衝・洗掘 

水衝部にある堤防の前面の河床が
深掘れしているがその対策が未施工
の箇所。橋台取り付け部やその他の
工作物の突出箇所で、堤防護岸の根
固め等が洗われ一部破損している
が、その対策が未施工の箇所。波浪
による河岸の決壊等の危険に瀕した
実績があるが、その対策が未施工の
箇所。 

水衝部にある堤防の前面の河底が
深掘れにならない程度に洗掘されて
いるが、その対策が未施工の箇所。 

 
 

工 作 物 

河川管理施設等応急対策基準に基
づく改善措置が必要な堰、橋梁、樋
管その他の工作物の設置されている
箇所。 
橋梁その他の河川横断工作物の桁

下高等が計画高水流量規模の洪水の
水位（高潮区間の堤防にあっては計
画高潮位）以下となる箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁
下高等と計画高水流量規模の洪水の
水位（高潮区間の堤防にあっては計
画高潮位）との差が堤防の計画余裕
高に満たない箇所。 
 

 

工事施工 

  出水期間中に堤防を
開削する工事箇所又は
仮締切り等により本堤
に影響を及ぼす箇所。 
 新堤防 

・破堤跡 

・旧川跡 

  新堤防で築造後３年
以 内の箇所。 
破堤跡又は旧川跡の

箇所。 

陸 閘 
  陸閘が設置されている

箇所。 
     



 

 

重要水防箇所評定基準                              〔海岸〕            
                                               （宮 城 県） 
 

 
種 別 
 

            重 要 度                                                

Ａ  水防上最も重要な区間                       Ｂ  次 に 重 要 な 区 間                       Ｃ やや危険な区間 

堤防高   既設堤防高が計画堤防高以下で背後 
 地に公共施設及び人家が接している箇 
 所。 
 

  堤防高は計画堤防高であるが、背後 
 地に人家が多く特に注意を要する箇所 
 

 

水 衝   護岸が破損している箇所、または、 
 破損実績がある箇所。 
 

  護岸が不完全と考えられる箇所。 
 

 

洗 掘   堤脚または、護岸の根固めが洗掘し 
 ている箇所。消波等が破損して危険が 
 予想される箇所。 
 

  堤脚前面が洗掘の危険がある箇所。 
 

 

 



 

 

資料４－１ 

 

非常配備基準及び非常時における警防本部等運営要領（抜粋） 

 

（平成１９年３月３０日消防局長決裁） 

第１章 総則 

 

(趣旨) 

第１ この要領は，仙台市消防活動基本規程（平成 13 年 3月 28 日仙台市消防局訓令第５号。以下「規

程」という。）第６４条に規定する非常配備時の報告，仙台市消防活動基本規程実施要綱(平成 19

年 3月 27 日消防局長決裁。以下「要綱」という。) 第３条第３項に規定する非常時における警防

本部，要綱第５条第１項署隊本部の運営等，要綱第５８条第２項警戒態勢強化発令時における，配

備人員，隊編成等の基準等及び要綱第６０条に規定する非常配備の発令等の基準に関し必要な事項

を定めるものとする。 

 

第２～第１０省略 

 

第４章 非常配備 

(非常配備の発令基準等) 

第１１ 非常配備等の発令基準は，別表第５に定めるとおりとする。 

２ 警戒態勢強化及び非常配備発令時の人員の基準は，別表第３に定めるとおりとする。ただし，消

防局にあっては警防本部長，消防署にあっては署隊本部長が必要と認めた場合は，配置人員を増減

することができる。 

 

（非常配備発令時の活動態勢） 

第１２ 署隊本部長は，非常配備が発令された場合，別表第６のとおり，要綱第５９条に規定する非

常配備の種別に応じた隊編成を行い，活動態勢を整えるものとする。 

 

以下省略 



第一警防態勢 第二警防態勢 一次 四次

総　数（名） 261 264 294 398
総　数（名） 21 24 24 55
警防本部 10 13 13 41

救急課指導係（ＳＴ） 6 6 6 8

消防航空隊 5 5 5 7

総　数（名） 44 44 49 64
本　署 17 17 22 33

片　平 9 9 9 10

国　見 7 7 7 8

荒　巻 7 7 7 8

小松島 4 4 4 5

総　数（名） 47 47 52 66
本　署 17 17 22 30

高　砂 9 9 9 12

鶴　谷 7 7 7 8

岩　切 7 7 7 8

原　町 7 7 7 8

総　数（名） 33 33 38 49
本　署 17 17 22 30

河原町 7 7 7 8

特別機動救助隊 5 5 5 6

六　郷 4 4 4 5

総　数（名） 48 48 53 67
本　署 17 17 22 30

長　町 7 7 7 8

中　田 7 7 7 8

八木山 7 7 7 8

秋　保 6 6 6 8

茂　庭 4 4 4 5

総　数（名） 44 44 49 62
本　署 17 17 22 30

八乙女 7 7 7 8

特別機動救助隊 5 5 5 6

松　陵 4 4 4 5

高　森 4 4 4 5

根白石 7 7 7 8

総　数（名） 24 24 29 35
本　署 17 17 22 27

熊ヶ根 7 7 7 8

※１

※２

※３

※４

※5

620 827

73

99 153

122

17

12

12

17

67

13 17

12

125

55

17

12

50

134

55

17

17

17

16

17

50

17

12

91

12

12

132

54

27

17

17

16

125

60

19

17

1714

14

15

41

94

14

14

14

17

40

99

10

10

11

14

39

14

74

13

14

14

14

40

105

10

11

14

40

99

10

二次 三次
通　常

非常配備警防態勢強化

14

36

50

14

10

宮
城
署

泉
署

青
葉
署

若
林
署

全
計

宮
城
野
署

消
防
局

太
白
署

別表３（第７、第１１関係）

消防航空隊については，航空機２機体制時（[ ]書きは１機体制時）。　（　）書きについては、消防航空班の人数。

総務部の市長部局併任者は除く。

救急ステーション実習職員は、三次配備以上の場合は所属署所に参集する。

体制レベル

警防態勢強化（第二警防態勢）及び一次配備の招集は，各署管理職又は代行者1名以上を含む。

派遣職員、救命士研修所入校職員及び消防学校初任科入校職員を除いた人員。

非常配備等人員の基準

全
職
員

［9］ 
（+1) （+1) （+2) 

［13］ 



別表第５（第１１関係）

事　象　等 体　制

情報連絡体制の強化を図る体
制

第
一
警
防
態
勢

１

２

３
４
５
６

　宮城県地方に気象に関する警報等が発表され，災害の発生が予想される
とき。
　仙台市災害警戒本部運営要領（平成９年３月３１日助役決裁）第１５条の
規定に基づく情報連絡体制の強化又は仙台市危機警戒本部運営要領（平
成１８年３月３１日助役決裁）第１４条の規程に基づく情報連絡体制の強化が
指示され、警防部長又は署長が必要と認めるとき。
　連続放火火災が発生しているとき。
　広域かつ長時間の水道断減水及び停電等のとき。
　降雪及び積雪により消火栓等の確認が困難で除雪が必要なとき。
　その他警防副本部長（警防部長）又は署隊本部長（署長）が必要と認める
とき。

必要に応じ、警防本部及び署
隊本部に初動対応班を設置
する

第
二
警
防
態
勢

１

２

　「土砂災害警戒情報」が発表され，警防副本部長（警防部長）が必要と認
めるとき。
　その他警防副本部長（警防部長）又は署隊本部長（署長）が必要と認める
とき。

警防本部及び署隊本部に初
動対応班を設置する（左欄第
１号にあっては，消防局及び
対象となる区域を管轄する消
防署に限る。）

１

２
３

４

５

６

　次の各号に掲げる警報の１以上が市内に発表され，かつ，市域に被害が
発生するおそれがあるとき。
⑴　大雨警報
⑵　暴風警報
⑶　洪水警報
⑷　高潮警報
⑸　暴風雪警報
　宮城県に津波注意報が発表されたとき。
　市域において，震度４（仙台管区気象台発表）の地震が発生し，かつ，市
域に被害が発生するおそれがあるとき。
　国土交通大臣又は宮城県知事が行う水防警報「第１段階」が発表されたと
き。
　仙台市災害警戒本部運営要領第3条に規定する災害警戒本部が設置さ
れたとき。
　その他警防副本部長（警防部長）が必要と認めたとき。

災害の状況に応じた応急対策
活動を実施し，速やかに上位
の体制に移行し得る体制（左
欄第１号⑷及び４号にあって
は，消防局及び対象となる河
川又は海岸を管轄する消防署
に限る。）

１

２

　国土交通大臣又は宮城県知事が行う水防警報「第２段階」が発表されたと
き。
　その他警防副本部長（警防部長）が必要と認めたとき。

一次配備の体制を強化し，災
害の状況に応じた応急対策活
動を実施する体制（左欄第１
号にあっては，消防局及び河
川又は海岸ごとに該当する消
防署に限る。）

１
２
３

４

　市域に相当な被害が発生するおそれがあるとき。
　宮城県に津波警報が発表されたとき。
　仙台市災害対策本部運営要綱第12条に規定する災害対策本部が設置さ
れ，非常１号配備が発令されたとき。
　その他警防本部長（消防局長）が必要と認めたとき。

二次配備の体制を強化し，災
害の状況に応じた広域的な応
急対策活動を実施する体制

１

２
３

４

５

　市域において，震度５弱（仙台管区気象台発表）以上の地震が発生したと
き。
　宮城県に大津波警報が発表されたとき。
　仙台市災害対策本部運営要綱第12条に規定する災害対策本部が設置さ
れ，非常２号配備以上が発令されたとき。
　市の全域にわたり風水害が発生するおそれがある場合又は地域的な被害
が特に甚大であると予想される場合において，警防本部長（消防局長）が必
要と認めたとき。
　その他予想できない重大な災害が発生し，警防本部長（消防局長）が必
要と認めたとき。

全員を招集し，総合的な応急
対策活動を実施する体制（左
欄第１号及び第２号にあって
は，直ちに参集する。）

非常配備等の発令基準

配備等
の種別

情報連
絡体制
の強化

警
防
態
勢
強
化

一
次
配
備

二
次
配
備

三
次
配
備

四
次
配
備

　仙台市災害警戒本部運営要領（平成９年３月３１日助役決裁）第１５条の規定
に基づく情報連絡体制の強化又は仙台市危機警戒本部運営要領（平成１８年
３月３１日助役決裁）第１４条の規定に基づく情報連絡体制の強化が指示され
たとき。



別表第６（第１２関係）

非常配備の種別
１

２

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

１

２

⑴

⑵

⑶

１

２

⑴

⑵

⑶

⑷

地震非常配備

隊編成

　ポンプ車等の増隊
　ポンプ車等の増隊を図る。

警防態勢

予備ホース等の資機材を車両に積載する。

　監視警戒隊
　仙台市水防計画に基づき，主として水災発生のおそれのある箇所の巡視及び水位
観測等の監視警戒に従事する。

　資機材搬送隊
　必要に応じて編成し，水防資機材等の搬送に従事する。

　人員輸送隊
　必要に応じて編成し，水防工法隊の隊員輸送に従事する。

規程第４５条の規定に基づく大規模地震災害消防活動要領によるものとする。

　情報支援隊
　必要に応じて警防部指令課で編成し，主として無線情報車で災害現場における指
揮本部の指揮支援及び情報収集等に従事する。

　情報支援隊
　必要に応じて警防部指令課で編成し，主として無線情報車で災害現場における指
揮本部の指揮支援及び情報収集等に従事する。

隊編成

　広報隊
　一次配備の発令により広報車等で編成し，主として管内の広報活動に従事する。

警防態勢

　署隊本部長は，非常配備が発令された場合，要綱第５９条に規定する非常配備の種別に応じた隊編成を行い，
活動態勢を整えるものとする。

非常配備発令に伴う活動態勢

異常気象非常配備

活　動　態　勢

水防非常配備

　広報隊
　一次配備の発令により広報車等で編成し，主として管内の広報活動に従事する。

　救命ボート隊
　避難誘導及び救助等の水防活動に従事する。

　水防工法隊
　主として水防工法等の活動に従事する。

警防態勢　　　

水防活動に必要な資機材を車両に積載する。

津波非常配備

隊編成

　避難広報隊
　津波警報等の発表により広報車等で編成し，津波警報発表時における避難広報等
活動要領及び宮城野、若林署及び太白消防署避難広報等活動要領により、避難広
報活動に従事する。

　消防航空隊
　航空機により海面変動の監視，避難広報活動，情報収集活動及び救助活動に従
事する。

　情報支援隊
　必要に応じて警防部指令課で編成し，主として無線情報車で災害現場における情
報収集等に従事する。

　検索救助隊
　ポンプ車等で編成し、浸水被害エリアにおける検索救助活動に従事する。

　救命胴衣及び検索救助活動に必要な資機材を車両に積載する。（津波警報及び
大津波警報発表時）



消防団の消防活動に関する要綱（抜粋） 

                         （平成１３年９月２５日消防局長決裁） 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は，仙台市消防団員に関する条例（昭和２８年仙台市条例第１０号），仙台市

消防団員に関する規則（昭和２８年仙台市規則第９号），仙台市消防団の組織に関する規則（昭

和３２年仙台市規則第１０号）に規定するほか，消防団の消防活動の実施に関し必要な事項を

定めるものとする。 

 （非常配備の配備人員等） 

第９条 消防団の非常配備時の配備人員及び活動態勢の基準は，別表第２，別表第３及び別表第

４に定めるところによる。 

２ 署隊本部長は，非常配備が発令されたときは，招集計画により，直ちに消防団員を招集する

ものとする。 

（大規模災害発生時等の消防団の任務） 

第10条 火災及び水災，震災その他大規模な災害発生時の消防団の消防活動は，当要綱に規定す

るほか，仙台市地域防災計画及び消防活動基本規程に規定するところによるものとする。 

  

別表第２ （消防団要綱第９条関係） 

              水 防 ， 異 常 気 象 及 び 地 震 時 非 常 配 備 の 体 制 

団別      配備 二次配備 三次配備 四次配備 

青 葉 消 防 団 ６０ 名 １５０ 名 

全

消

防

団

員 

宮城野消防団 １４０ 名 ２９０ 名 

若 林 消 防 団 １３０ 名 ２６０ 名 

太 白 消 防 団 １３０ 名 ２９０ 名 

泉 消 防 団 １２０ 名 ２７０ 名 

宮 城 消 防 団 １２０ 名 ２４０ 名 

秋 保 消 防 団 ４０ 名 １００ 名 

合 計 ７４０ 名 １，６００ 名 

１～３ 省略 

４ 水防警報発表に伴う二次配備が発令された場合は，別表第３により招集することができる

ものとする。 

５ 水防非常配備発令に伴う活動態勢 

⑴ 各分団は，水防倉庫等の資機材の点検整備を行うとともに，水防活動に必要な資機材を

準備し出場に備える。 

⑵ 監視警戒隊を編成し，職員隊と協力して，仙台市水防計画に基づく重要水防区域，準重

要水防区域及び自己分団区域内の水位，潮位，水防施設物及び水災発生危険箇所等の状況

を把握するため，監視警戒に従事する。 

⑶  必要に応じて水防工法隊を編成し，主として水防工法に従事する。 

⑷ 必要に応じて避難誘導隊を編成し，職員隊と協力して，主として被災が予想される自己

分団区域内の住民の避難誘導に従事する。 

６～７省略 

 

 

資料４－２ 



別表第３ （消防団要綱第９条関係） 

 

水防非常配備（水防警報発表時等）の態勢 

名取川又は広瀬川に発表された場合 一次配備 二次配備 

若
林
消
防
団 

団 本 部  ２名 

連 坊 分 団  ６名 

南 材 分 団 ３名 ９名 

六 郷 分 団 １２名 ４０名 

七 郷 分 団 ６名 ２０名 

小  計 ２１名 ７７名 

太
白
消
防
団 

団 本 部  ２名 

八 木 山 分 団  ６名 

長 町 分 団  ６名 

郡 山 分 団 ６名 ２０名 

西 多 賀 分 団 ３名 １０名 

中 田 分 団 ３名 １０名 

東 中 田 分 団 ３名 １０名 

生 出 分 団 ３名 １０名 

小  計 １８名 ７４名 

合    計 ３９名 １５１名 

七北田川に発表された場合 一次配備 二次配備 

宮
城
野
消
防
団 

団 本 部       ２名 

岩 切 分 団 １２名 ４０名 

高 砂 分 団 ９名 ３０名 

港 分 団 ３名 １０名 

   小  計 ２４名 ８２名 

泉
消
防
団 

団 本 部       ２名 

市 名 坂 分 団       ６名 

八 乙 女 分 団 ３名     １０名 

松 森 分 団 ３名     １０名 

   小  計 ６名 ２８名 

合    計 ３０名 １１０名 

梅田川に発表された場合 一次配備 二次配備 

宮
城
野
消
防
団 

団 本 部  ２名 

原 町 分 団 ４名 ８名 

東 仙 台 分 団 ６名 １１名 

宮 城 野 分 団 ４名 ９名 

高 砂 分 団 ６名 １１名 

合    計 ２０名 ４１名 

１ 水防警報発表等に伴い，一次配備又は二次配備が発令された場合は，発表された河川により，

区域を指定して団員を招集することができるものとする。 

２ 水防警報第一段階（準備）が発表され，一次配備が発令された場合は，水防倉庫を管轄する

分団は資機材の整備点検を行うとともに，水防活動に必要な資機材を準備し出場に備える。 

３ 水防警報第二段階（出場）の発表に伴い，二次配備が発令された場合は，監視警戒隊を編成

し，職員隊と協力して，仙台市水防計画に基づく重要水防区域，準重要水防区域及び自己分団

区域内の水位，潮位，水防施設物及び水災発生危険箇所等の状況を把握するための監視警戒に

従事する。 

 



資料５－１               重要水防区域図            （東北地方整備局所管） 

 

 

 



資料 ５－２             重要水防区域図            （宮城県所管） 

 

 



重要水防区域図 （宮城県所管）

                  重要水防箇所    

                  河川海岸点検区域 



市名坂 

⑤Ｌ＝2,000m（要害川両岸） 

富 谷 町 

利 府 町 

大 和 町 

①Ｌ＝2,800m（髙野川両岸） 

③Ｌ＝9,600m（貞山運河両岸）  

④Ｌ＝900m（二郷堀両岸） 

②Ｌ＝3,000m（井戸浦川両岸） 

名 取 市 郡山 

松森 

岩切 

七北田川 

岩切 

福室 
多賀城市 

福田大橋 

高砂 

福田町 

下岡田 
六丁目 

名取橋 

袋原 

落合 

村 田 町 

⑥Ｌ＝200m（広瀬川左岸） 

八乙女 

本砂金川 

月山沼 

斉勝沼 

上愛子 

白沢 
芋沢 

野村 

朴沢 

東
北
自
動
車
道 

旧笊川 
日辺 

仙石 

新田 

長町 

準重要水防区域図 （水防倉庫等配置図） 

六郷 

（仙台市） 

井
土
浦
川 

東
根
市 

天童市 

山
形
市 

今泉 

坪
沼
川 

岩
の
川 

富沢 

中
田 

   北 

   貞 

  山 

 運 

河 

          南 

       貞 

    山 

  運 

河 

要 

      害 

        川 

            Ｒ 

            ４ 

           仙 

          台 

                バ 

           イ 

       パ 

ス 

            仙 

      台 

川 

根 

   白  

  石 

西 

  田 

      中 

           川 

尾花沢市 色麻町 

大 

   倉  

    ダ  

     ム 

大 

 

     倉 

  

           川 

川  崎  町 

盤  

    司 

       川 

高 

    倉   

     川 

名 

        取 

                川 

七北田ダム 
川 

 
 

 

 

田 
 

 
 

 

北 
 

 
 

 

七 
 

新 川 

広瀬川 

湯 

 

   川 

神 

 掛 

  川 

横 

 

川 

長 

    谷 

       倉 

           川 
清 

  川 

大堤沢 
  萱 

 場 

川 

斉勝川 
      綱 

   木 

川 

    高 

  柳 

川 

青 

   下 

      川 

髙 

    野 

        川 

福田川 

河原町 

鶴巻 

笊川 

二 

    ツ 

       沢 

水 防 倉 庫 

準重要水防区域 

水 防 用 舟 艇 

量  水  標 

凡     例 

隣接市町境界 

（
資
料
６
）

 

余目 

若宮 

大野田 

広瀬橋 

中村 

人来田 

白鳥 

畑中 




